
2023年（令和5年）1月15日（毎月１回１５日発行）第777号（1）

〒１０２―００９３ 東京都千代田区平河町１―２―１０
TEL ０３―６２６８―９９９５
FAX ０３―６２６８―９９９６

ホームページ http://www.kaitakusya.or.jp
全日本開拓者連盟・全開連・全国開拓振興協会共同編集

公益社団法人全国開拓振興協会
発 行 所

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

２３
年
度
の
加
工
原
料
乳
生

産
者
補
給
金
及
び
集
送
乳
調

整
金
の
単
価
は
、
前
年
と
同

じ
方
式
で
算
定
し
た
。
加
工

原
料
乳
生
産
者
補
給
金
は
、

２２
年
度
単
価
を
基
に
生
産
コ

ス
ト
等
変
動
率
方
式
で
算
定

し
た
結
果
、
生
乳
１
㌔
当
た

り
４３
銭
上
げ
の
８
円
６９
銭
と

な
っ
た
（
表
）
。
飼
料
価
格

の
高
騰
及
び
子
牛
価
格
の
下

落
に
よ
る
副
産
物
価
格
の
減

少
な
ど
を
反
映
さ
せ
た
。

集
送
乳
調
整
金
は
、
経
費

が
か
か
る
条
件
不
利
地
か
ら

も
集
乳
す
る
指
定
生
乳
生
産

者
団
体
（
指
定
団
体
）
等
に

交
付
す
る
。
２２
年
度
単
価
を

基
に
集
送
乳
コ
ス
ト
等
変
動

率
方
式
で
算
定
し
た
結
果
、

同
６
銭
上
げ
の
２
円
６５
銭
と

な
っ
た
。
集
送
乳
に
か
か
る

輸
送
単
価
が
増
加
傾
向
で
推

移
し
た
こ
と
な
ど
を
反
映
さ

せ
た
。補
給
金
と
の
合
計
は
、

同
４９
銭
上
げ
の
１１
円
３４
銭
と

な
っ
た
。

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給

金
制
度
で
は
、
総
交
付
対
象

数
量
を
設
定
し
て
い
る
。
２３

年
度
の
乳
製
品
向
け
生
乳
消

費
量
は
、
飲
用
需
要
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

２２
年
度
を
下
回
る
３
４
７
万

㌧
と
推
定
。
カ
レ
ン
ト
ア
ク

セ
ス
輸
入
量
１４
万
㌧
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
１１
・
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
関
税
割

当
数
量
３
万
㌧
を
差
し
引

き
、
総
交
付
対
象
数
量
は
１５

万
㌧
減
の
３
３
０
万
㌧
と
な

っ
た
。

牛
乳
等
向
け
生
乳
消
費
量

は
２２
年
度
を
下
回
る
４
０
２

万
㌧
、
自
家
消
費
等
量
は
２２

年
度
並
み
の
５
万
㌧
と
推

定
。
生
乳
必
要
量
の
合
計
は

７
３
７
万
㌧
と
な
る
。一
方
、

生
乳
生
産
量
は
、
経
産
牛
頭

数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
２２
年
度
を
下
回
る

７
５
０
万
㌧
と
推
定
。
そ
の

結
果
、
要
調
整
数
量
（
必
要

量
と
生
産
量
の
差
。
需
給
均

衡
を
図
る
た
め
に
調
整
を
要

す
る
数
量
）
は
、
１３
万
㌧
と

算
出
さ
れ
た
。

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金

制
度
で
は
、
交
付
対
象
５
品

種
の
保
証
基
準
価
格
と
合
理

化
目
標
価
格
を
設
定
し
て
い

る
。
昨
年
と
同
じ
方
式
で
算

定
し
た
結
果
、
黒
毛
和
種
、

褐
毛
和
種
、
そ
の
他
の
肉
専

用
種
の
両
価
格
は
上
昇
し
た

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

た
。
一
方
、
乳
用
種
と
交
雑

種
の
両
価
格
は
ほ
ぼ
横
ば
い

だ
っ
た
た
め
、
据
え
置
き
と

な
っ
た
。

政
府
は
１２
月
２３
日
、
２３
年

度
予
算
案
を
閣
議
決
定
し

た
。農
林
水
産
関
係
予
算
は
、

２２
年
度
当
初
予
算
比
０
・
４

％
減
の
２
兆
２
６
８
３
億
円

を
確
保
。
内
訳
は
、
公
共
事

業
費
が
６
９
８
３
億
円
（
２２

年
度
並
み
）
、
非
公
共
事
業

費
が
１
兆
５
７
０
０
億
円

（
０
・
６
％
減
）
と
な
っ
て

い
る
。

重
点
事
項
は
、
①
食
料
安

全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
構

造
転
換
対
策
、
②
生
産
基
盤

の
強
化
と
経
営
所
得
安
定
対

策
の
着
実
な
実
施
、
需
要
拡

大
の
推
進
―
な
ど
１１
項
目
。

①
は
２２
年
度
第
２
次
補
正

予
算
の
柱
だ
っ
た
。
２３
年
度

予
算
で
も
各
種
対
策
を
措

置
。
新
規
の
「
畑
地
化
促
進

助
成
」（
２２
億
円
）に
よ
り
、

水
田
の
畑
地
化
や
畑
地
化
後

の
畑
作
物
の
定
着
ま
で
の
一

定
期
間
の
支
援
な
ど
を
実
施

す
る
。
こ
の
ほ
か
、
「
飼
料

穀
物
備
蓄
・
流
通
合
理
化
事

業
」
（
２２
年
度
と
同
額
の
１８

億
円
）
な
ど
を
措
置
し
た
。

②
で
は
、
「
持
続
的
生
産

強
化
対
策
事
業
」
に
２２
年
度

当
初
予
算
比
１４
億
円
減
の
１

６
０
億
円
を
計
上
。
野
菜
、

果
樹
、
花
き
、
茶
・
薬
用
作

物
、
畜
産
等
の
持
続
的
な
生

産
基
盤
強
化
に
向
け
て
、
農

業
者
等
が
行
う
生
産
性
向
上

や
販
売
力
強
化
の
取
り
組
み

な
ど
を
支
援
す
る
。

「
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
等
」
は
同
額
の
３
０

５
０
億
円
を
確
保
。
水
田
で

の
麦
・
大
豆
、
米
粉
用
米
等

の
戦
略
作
物
の
本
作
化
な
ど

を
引
き
続
き
支
援
す
る
。
う

ち
２２
億
円
は
、
前
記
の
畑
地

化
促
進
助
成
に
充
て
る
。

「
収
入
保
険
制
度
の
実
施
」

に
１
２
２
億
円
増
の
３
０
６

億
円
を
計
上
。
保
険
期
間
の

収
入
が
基
準
収
入
の
９
割
を

下
回
っ
た
場
合
に
、
そ
の
差

額
の
９
割
ま
で
を
補
て
ん
す

る
。肉

用
牛
肥
育
経
営
安
定
交

付
金
（
牛
マ
ル
キ
ン
）
や
加

工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等

の
「
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策
」
に
は
３１
億
円
減
の
２

２
６
５
億
円
を
所
要
額
と
し

て
計
上
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
重
点
事
項
で

は
、
「
新
規
就
農
者
の
育
成

・
確
保
に
向
け
た
総
合
的
な

支
援
」
に
１５
億
円
減
の
１
９

２
億
円
、
「
農
業
農
村
整
備

事
業
」
〈
公
共
〉
に
２
億
円

増
の
３
３
２
３
億
円
、
「
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
」
に

同
額
の
４
８
７
億
円
、
「
家

畜
衛
生
等
総
合
対
策
」
に
２０

億
円
増
の
８５
億
円
―
等
を
計

上
し
た
。

農
水
省
は
１２
月
１４
日
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
畜
産
部
会
を
開
き
、
２
０
２

３
年
度
の
畜
産
物
価
格
等
に
つ
い
て
諮
問
し
、
答
申
を
受
け
て
決
定
し
た
。
加
工
原
料
乳

生
産
者
補
給
金
制
度
の
補
給
金
と
集
送
乳
調
整
金
の
合
計
は
、
２２
年
度
か
ら
生
乳
１
㌔
当

た
り
４９
銭
引
き
上
げ
、
１１
円
３４
銭
と
し
た
。
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度
の
保
証
基
準

価
格
は
、
黒
毛
和
種
な
ど
肉
専
用
種
で
引
き
上
げ
、
乳
用
種
と
交
雑
種
は
据
え
置
い
た
。

肉
牛
特
例
３
年
延
長

２３
年
度
税
制
改
正
大
綱

政
府
は
１２
月
２３
日
、
２３
年

度
税
制
改
正
大
綱
を
閣
議
決

定
し
た
。
肉
用
牛
売
却
に
よ

る
所
得
の
課
税
特
例
措
置
の

適
用
期
限
を
３
年
延
長
す
る

こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
（
所
得

税
、
法
人
税
、
個
人
住
民

税
）
。

ま
た
、
農
林
漁
業
用
Ａ
重

油
に
対
す
る
石
油
石
炭
税
の

免
税
・
還
付
措
置
の
適
用
期

限
は
５
年
、
農
林
漁
業
用
軽

油
に
対
す
る
同
税
の
還
付
措

置
の
適
用
期
限
は
３
年
、
そ

れ
ぞ
れ
延
長
さ
れ
る
。

酪
農
情
勢
が
日
々
厳
し
さ

を
増
す
中
、
開
拓
中
央
組
織

の
代
表
者
は
１２
月
１４
日
、
農

水
省
に
畜
産
局
牛
乳
乳
製
品

課
生
乳
班
・
中
坪
康
史
課
長

補
佐
を
訪
ね
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

配
合
飼
料
や
輸
入
粗
飼
料

な
ど
生
産
資
材
の
高
騰
、
肥

育
農
家
向
け
の
乳
用
種
雄
・

F１
ス
モ
ー
ル
価
格
の
暴
落
等

に
よ
り
、
酪
農
家
は
経
営
危

機
に
直
面
し
て
い
る
。

酪
農
危
機
打
開
に
向
け
て

中
坪
課
長
補
佐
と
面
談
し
た

の
は
、
全
日
本
開
拓
者
連
盟

の
菊
地
文
夫
委
員
長
、
全
国

開
拓
振
興
協
会
の
西
谷
悟
郎

会
長
、
松
本
納
広
専
務
ら
６

名
。中

坪
課
長
補
佐
は
、
生
乳

需
給
対
策
と
し
て
２２
年
度
第

２
次
補
正
予
算
に
盛
り
込
ん

だ
「
酪
農
経
営
改
善
緊
急
支

援
事
業
」
（
５０
億
円
）
の
事

業
内
容
や
、
２３
年
度
の
畜
産

・
酪
農
対
策
の
見
通
し
に
つ

い
て
説
明
し
、
各
種
事
業
の

活
用
を
勧
め
た
。

酪
農
経
営
改
善
緊
急
支
援

事
業
は
、
生
産
者
が
低
能
力

の
乳
用
経
産
牛
を
早
期
に
淘

汰
す
る
場
合
、
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
奨
励
金
を
交
付

す
る
も
の
で
、
２３
年
３
月
か

ら
の
取
り
組
み
が
対
象
と
な

る
。
同
省
は
、
約
４
万
頭
の

淘
汰
を
見
込
ん
で
い
る
。
西

谷
会
長
ら
は
、
出
荷
希
望
が

集
中
し
、
と
畜
場
の
処
理
能

力
を
超
え
る
頭
数
に
な
る
の

で
は
と
懸
念
。
行
政
に
よ
る

事
前
の
調
整
を
要
望
し
た
。

ま
た
、
乳
用
種
雄
・
F１
ス

モ
ー
ル
の
販
売
収
入
が
酪
農

経
営
を
支
え
て
き
た
こ
と
を

強
調
。
肥
育
農
家
へ
の
支
援

等
で
ス
モ
ー
ル
価
格
が
維
持

さ
れ
る
よ
う
、
抜
本
的
な
対

策
を
要
望
し
た
。

１０
万
㌧
枠
で
補
給

金
等
相
当
額
交
付

２３
年
度
関
連
対
策

農
畜
産
業
振
興
機
構
（
Ａ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
に
よ
る
２３
年
度
畜

産
物
価
格
関
連
対
策
も
決
定

し
た
。

新
規
の
「
酪
農
緊
急
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
事
業
」
に
６５
億
円

を
計
上
。
牛
乳
等
の
消
費
の

減
退
に
よ
り
加
工
仕
向
け
が

総
交
付
対
象
数
量
を
超
え
た

場
合
に
、
生
乳
の
生
産
抑
制

を
計
画
的
に
実
行
し
て
い
る

指
定
団
体
等
に
対
し
、
合
計

１０
万
㌧
を
限
度
と
し
て
、
加

工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
と

集
送
乳
調
整
金
の
相
当
額
を

交
付
す
る
。

ま
た
、
早
期
乾
乳
の
推
進

や
、
生
産
者
団
体
と
乳
業
メ

ー
カ
ー
が
協
調
し
て
行
う
脱

脂
粉
乳
在
庫
の
削
減
の
推
進

を
支
援
す
る
。

「
酪
農
経
営
支
援
総
合
対

策
事
業
」
は
４５
億
７
千
万
円

で
２２
年
度
と
同
額
。
対
策
の

う
ち
、「
中
小
酪
農
生
産
基
盤

・
飼
養
環
境
改
善
」
は
拡
充

し
、
和
牛
受
精
卵
移
植
、
機

器
導
入
｛
全
乳
哺
育
で
用
い

る
パ
ス
チ
ャ
ラ
イ
ザ
ー
（
加

熱
殺
菌
装
置
）
等
｝
、
暑
熱

対
策
な
ど
を
支
援
す
る
。

「
肉
用
牛
経
営
安
定
対
策

補
完
事
業
」
も
２２
年
度
と
同

額
で
、
３６
億
４
千
万
円
を
計

上
。
子
牛
の
早
期
出
荷
に
資

す
る
哺
乳
強
化
の
取
り
組
み

な
ど
を
支
援
す
る
。
優
良
な

繁
殖
雌
牛
の
導
入
奨
励
金

（
１
頭
当
た
り
４
万
円
、
高

能
力
牛
は
同
５
万
円
）
は
２３

年
度
も
継
続
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

で
和
牛
肉
の
在
庫
が
増
え
て

い
る
。
緊
急
対
策
と
し
て
、

「
和
牛
肉
需
要
開
拓
支
援
緊

急
対
策
事
業
」
に
４０
億
５
千

万
円
を
計
上
。
食
肉
事
業
者

が
行
う
産
地
と
連
携
し
た
需

要
開
拓
の
取
り
組
み
に
対
し

て
奨
励
金
を
交
付
す
る
。

そ
の
ほ
か
、
配
合
飼
料
価

格
安
定
制
度
で
は
、
２２
年
度

第
２
次
補
正
予
算
で
異
常
補

て
ん
基
金
に
１
０
３
億
円
の

積
み
増
し
を
措
置
し
た
が
、

民
間
の
積
み
立
て
が
な
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
つ
な
ぎ
と
な

る
拠
出
金
を
準
備
し
た
（
最

大
７９
億
円
）
。

２０２３年度 畜産物政策価格
加工原料乳生産者補給金単価、

集送乳調整金単価及び総交付対象数量
前年度比

＋０．４３円／㎏

＋０．０６円／㎏

＋０．４９円／㎏

－１５万㌧

肉用子牛の保証基準価格及び
合理化目標価格 （円／頭）

前年度比

＋１５，０００

＋９，０００

＋５，０００

据え置き

据え置き

＋１０，０００

＋５，０００

＋３，０００

据え置き

据え置き

２０２３年度

５５６，０００

５０７，０００

３２５，０００

１６４，０００

２７４，０００

４３９，０００

４００，０００

２５６，０００

１１０，０００

２１６，０００

２０２３年度

８．６９円／㎏

２．６５円／㎏

１１．３４円／㎏

３３０万㌧

黒毛和種

褐毛和種

その他の肉専用種

乳用種

交雑種

黒毛和種

褐毛和種

その他の肉専用種

乳用種

交雑種

生産者補給金

集送乳調整金

合計

総交付対象数量

保
証
基
準
価
格

合
理
化
目
標
価
格

２３年度畜産物価格

酪
農
危
機
打
開
へ
意
見
交
換

加
工
乳
補
給
金
等
４９
銭
引
き
上
げ

開
拓
組
織
代
表
が
農
水
省
訪
問

総
交
付
対
象
数
量
は
１５
万
㌧
減

農
水
関
係
は
２
兆
２６８３
億
円
確
保

２３
年
度

予
算
案

食
料
安
保
・
生
産
基
盤
強
化
に
重
点

謹 賀 新 年
（公社）全国開拓振興協会

役職員一同

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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過
剰
在
庫
を
理
由
に

政
策
拒
否
し
て
輸
入

続
け
る
不
条
理

酪
農
家
が
苦
境
を
訴
え
て

も
、
乳
製
品
在
庫
が
多
い
の

だ
か
ら
乳
価
は
こ
れ
以
上
は

上
げ
ら
れ
な
い
、
の
一
点
張

り
が
続
い
て
い
る
。し
か
し
、

そ
れ
は
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
に
よ
る
増
産
誘
導
と
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
在
庫
増
が
主

因
で
、
酪
農
家
の
せ
い
で
な

い
。「
バ
タ
ー
が
足
り
な
い
」

か
ら
借
金
し
て
で
も
牛
を
２

倍
に
し
て
増
産
し
て
く
れ
、

と
言
っ
て
お
い
て
、
手
の
ひ

ら
返
し
で
「
牛
乳
搾
る
な
、

牛
殺
せ
」
と
２
階
に
上
げ
て

は

し

ご

梯
子
を
外
し
た
。

乳
製
品
の
在
庫
が
多
い
か

ら
と
言
う
が
、
輸
入
を
止
め

れ
ば
在
庫
が
一
掃
さ
れ
る
の

に
、
国
際
約
束
で
は
「
低
関

税
を
適
用
す
る
枠
」
な
の
に

「
最
低
輸
入
義
務
」
と
言
い

張
っ
て
乳
製
品
の
大
量
輸
入

を
続
け
、国
内
農
家
に
は「
牛

乳
搾
る
な
、
牛
殺
せ
」
と
言

い
、
つ
い
に
、
北
海
道
で
は

生
乳
廃
棄
が
始
ま
っ
て
い

る
。

し
か
も
、
乳
製
品
在
庫
を

減
ら
す
処
理
の
負
担
金
と
し

て
、
倒
産
の
連
鎖
が
始
ま
っ

て
い
る
酪
農
家
に
、
生
乳
㎏

当
た
り
２
円
以
上
、
昨
年
だ

け
で
北
海
道
の
酪
農
家
だ
け

で
も
１
０
０
億
円
規
模
の
お

金
を
拠
出
さ
せ
て
い
る
。
何

と
い
う
不
条
理
で
あ
ろ
う

か
。こ

う
い
う
と
き
は
、
他
国

な
ら
輸
入
量
を
調
整
す
る
の

に
、
我
が
国
は
、
コ
メ
の
７７

万
㌧
（
う
ち
３６
万
㌧
は
必
ず

米
国
か
ら
）
、
乳
製
品
の
カ

レ
ン
ト
・
ア
ク
セ
ス
（
現
行

輸
入
機
会
）
枠
、
１３
・
７
万

㌧
（
生
乳
換
算
）
と
い
う
莫

大
な
輸
入
を
「
最
低
輸
入
義

務
」
だ
と
言
い
張
っ
て
履
行

し
続
け
て
い
る
。
乳
製
品
の

輸
入
を
減
ら
せ
ば
、
事
態
は

一
気
に
改
善
で
き
る
の
に
、

そ
れ
を
頑
と
し
て
や
ら
な

い
。し

か
も
、
円
安
も
あ
り
、

国
産
よ
り
輸
入
の
ほ
う
が
相

対
的
に
高
く
な
り
、
コ
メ
で

は
、
米
国
産
が
国
産
の
１
・

５
倍
に
も
な
っ
て
き
て
い
る

の
に
、莫
大
な
輸
入
を
続
け
、

国
内
農
家
に
は
減
産
さ
せ
て

い
る
と
い
う
不
条
理
で
あ

る
。

実
際
、
後
に
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
の

条
文
と
国
際
デ
ー
タ
で
示
す

と
お
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
も
国
家

貿
易
だ
か
ら
１
０
０
％
の
充

足
率
を
達
成
す
べ
き
で
あ
る

と
の
問
題
意
識
を
持
っ
て
お

ら
ず
、
我
が
国
の
ミ
ニ
マ
ム

・
ア
ク
セ
ス
米
な
ど
に
関
す

る
取
扱
い
は
、
他
に
例
を
見

な
い
も
の
で
あ
る
。
日
本
は

ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク
セ
ス
枠
、

カ
レ
ン
ト
・
ア
ク
セ
ス
枠
を

全
量
輸
入
し
続
け
て
い
る
唯

一
の
国
で
あ
り
、
全
量
輸
入

継
続
の
中
止
を
求
め
る
声
は

高
ま
っ
て
い
る
。

「
有
事
」「
平
時
」

の
説
明
・
議
論
は

ナ
ン
セ
ン
ス

昨
年
１１
月
２５
日
の
衆
院
予

算
委
員
会
で
は
、
野
党
が
政

府
に
対
し
、
乳
製
品
の
カ
レ

ン
ト
・
ア
ク
セ
ス
枠
全
量
を

輸
入
す
る
必
要
は
な
い
の
で

は
な
い
か
と
追
及
し
た
。
野

村
哲
郎
農
相
は
、
カ
レ
ン
ト

・
ア
ク
セ
ス
の
全
量
輸
入
は
、

国
際
ル
ー
ル
上
義
務
付
け
ら

れ
て
は
い
な
い
と
述
べ
る
一

方
、
「
通
常
時
は
全
量
輸
入

を
行
う
べ
き
」
と
い
う
、
政

府
統
一
見
解
を
説
明
し
た
。

野
党
か
ら
の
「
今
は
間
違

い
な
く
平
時
で
は
な
く
、
全

量
輸
入
の
継
続
は
お
か
し

い
」
と
の
指
摘
に
対
し
、
岸

田
文
雄
首
相
は
「
国
内
需
給

に
極
力
悪
影
響
を
与
え
な
い

よ
う
、
需
給
動
向
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
脱
脂
粉
乳
や
バ
タ

ー
を
輸
入
し
て
お
り
、
国
内

需
給
へ
の
影
響
回
避
に
向

け
、
脱
脂
粉
乳
と
バ
タ
ー
の

輸
入
割
合
を
調
整
で
き
る
余

地
は
あ
る
と
承
知
し
て
い

る
」
な
ど
と
述
べ
る
に
と
ど

め
た
。
ま
た
、
野
村
農
相
は

１１
月
２９
日
の
閣
議
後
会
見

で
、
１
９
９
４
年
に
公
表
し

た
、
コ
メ
の
ミ
ニ
マ
ム
・
ア

ク
セ
ス
に
関
す
る
政
府
統
一

見
解
（
表
）
に
触
れ
、
「
輸

出
国
側
が
凶
作
で
輸
出
余
力

が
な
い
よ
う
な
状
態
が
例
外

的
な
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
（
２５

日
の
答
弁
で
も
）
『
今
は
通

常
の
ケ
ー
ス
』
だ
と
申
し
上

げ
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
中
で
決
め

た
ル
ー
ル
な
の
で
、
輸
出
国

に
余
力
が
十
分
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
日
本
が
輸
入
を

拒
否
す
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
。
酪
農
も
コ
メ
と
同

じ
で
、
日
本
か
ら
拒
否
す
る

と
い
う
こ
と
に
は
い
か
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
説
明
・
議
論
は
、
す

べ
て
間
違
い
で
あ
る
。
通
常

時
に
は
全
量
輸
入
す
べ
き
必

要
な
ど
、
国
際
的
な
約
束
に

も
ど
こ
に
も
な
い
。「
平
時
」

「
有
事
」
と
、
「
有
事
」
の

定
義
を
議
論
す
る
こ
と
に
意

味
は
な
い
。

国
家
貿
易
だ
か
ら
義
務
が

生
じ
る
と
い
う
説
明
も
、
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｔ
協
定
に
お
け
る
国
家

貿
易
企
業
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
ｓ
）
の

定
義
に
照
ら
し
て
も
、
明
ら

か
な
間
違
い
で
あ
る
。

「
関
税
及
び
貿
易
に
関
す

る
一
般
協
定
」
第
１７
条
の
国

家
貿
易
企
業
に
つ
い
て
、「
商

業
的
考
慮
（
価
格
、
品
質
、

入
手
の
可
能
性
、
市
場
性
、

輸
送
等
の
購
入
又
は
販
売
の

条
件
に
対
す
る
考
慮
を
い

う
）
の
み
に
従
っ
て
（
ａ
）

の
購
入
又
は
販
売
を
行
い
、

か
つ
、
他
の
締
約
国
の
企
業

に
対
し
、
通
常
の
商
習
慣
に

従
っ
て
、
購
入
又
は
販
売
に

参
加
す
る
た
め
に
、
競
争
す

る
適
当
な
機
会
を
与
え
る
こ

と
を
要
求
す
る
も
の
と
了
解

さ
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
次
号
に
続
く
）

農
水
省
は
１２
月
２８
日
、「
肥

料
に
係
る
安
定
供
給
確
保
を

図
る
た
め
の
取
組
方
針
」
を

公
表
し
た
。

こ
の
方
針
は
、
輸
入
に
頼

っ
て
い
る
肥
料
原
料
に
つ
い

て
、
特
定
国
か
ら
の
供
給
量

が
減
少
し
、
需
給
が
ひ
っ
迫

し
た
場
合
で
も
肥
料
生
産
を

継
続
し
得
る
環
境
を
構
築
す

る
た
め
、
主
要
な
肥
料
原
料

の
備
蓄
に
取
り
組
む
事
業
者

を
支
援
し
て
、
年
間
需
要
量

の
３
ヵ
月
分
に
相
当
す
る
量

を
恒
常
的
に
保
有
す
る
体
制

を
構
築
す
る
、と
い
う
も
の
。

同
省
は
、
２２
年
度
第
２
次

補
正
予
算
で
「
肥
料
原
料
備

蓄
対
策
事
業
」
と
し
て
、
１

６
０
億
円
を
確
保
し
て
お

り
、
す
で
に
参
加
を
希
望
す

る
事
業
実
施
主
体
者
の
公
募

が
始
ま
っ
て
い
る
。

対
象
と
な
る
原
料
は
、
特

に
入
手
困
難
に
な
る
リ
ス
ク

が
高
い
、
り
ん
酸
ア
ン
モ
ニ

ウ
ム
と
塩
化
カ
リ
ウ
ム
の
２

種
類
。

目
標
と
し
て
は
、
２７
年
度

ま
で
に
年
間
需
要
量
の
３
ヵ

月
分
を
恒
常
的
に
確
保
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

肥
料
の
状
況

同
省
が
１２
月
２７
日
に
公
表

し
た
、
２２
年
１１
月
の
農
業
物

価
指
数
（
２０
年
を
１
０
０
と

す
る
）
で
は
、
肥
料
が
１
４

９
・
６
で
、
前
年
同
月
比
４０

・
３
％
上
昇
し
て
い
る
。

品
目
別
で
み
る
と
、
尿
素

が
２
０
９
・
４
で
前
年
同
月

比
８８
・
３
％
、
同
じ
く
、
塩

化
カ
リ
ウ
ム
が
１
８
８
・
０

で
７７
・
２
％
、
高
度
化
成
が

１
６
５
・
２
で
５２
・
８
％
そ

れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
い
る
。

一
方
、
原
料
の
調
達
状
況

は
、
り
ん
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

は
、
中
国
の
輸
出
規
制
の
た

め
モ
ロ
ッ
コ
か
ら
輸
入
し
、

塩
化
カ
リ
ウ
ム
は
ロ
シ
ア
の

代
わ
り
に
カ
ナ
ダ
か
ら
調
達

し
て
、
数
量
確
保
に
近
づ
い

て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
今

後
の
見
通
し
は
予
測
が
困
難

な
状
況
に
あ
り
、
確
実
に
輸

入
で
き
る
保
証
は
な
い
。

我
が
国
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

紛
争
や
円
安
な
ど
、
様
々
な

要
因
に
左
右
さ
れ
る
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
は
、
原
料
を
備
蓄
し
て
お

け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、

安
定
し
た
農
業
経
営
に
も
大

切
な
こ
と
と
な
る
。

ゲ
タ
対
策
の
交

付
金
単
価
変
更

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付

金
（
ゲ
タ
対
策
）
の
交
付
単

価
が
、
２３
年
産
か
ら
、
免
税

事
業
者
向
け
単
価
と
課
税
事

業
者
向
け
単
価
に
分
か
れ

る
。ゲ

タ
対
策
は
、
諸
外
国
と

の
生
産
条
件
の
格
差
に
よ
り

不
利
に
な
る
農
産
物
を
対
象

に
、
標
準
的
な
生
産
費
と
標

準
的
な
販
売
価
格
の
差
額
分

を
、
直
接
交
付
す
る
と
い
う

も
の
。交
付
対
象
農
業
者
は
、

認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
、

認
定
新
規
就
農
者
。
交
付
対

象
農
産
物
は
、
麦
、
大
豆
、

テ
ン
サ
イ
、
で
ん
粉
原
料
用

バ
レ
イ
シ
ョ
、
ソ
バ
、
ナ
タ

ネ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
度
、
交
付
単
価
が
２

つ
に
分
か
れ
、
免
税
事
業
者

向
け
単
価
に
は
、
消
費
税
負

担
分
の
金
額
が
含
ま
れ
て
お

り
、
課
税
事
業
者
向
け
単
価

に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
、
ゲ
タ
対
策
の
交

付
単
価
の
算
定
上
、
消
費
税

負
担
分
が
含
ま
れ
て
お
り
、

課
税
事
業
者
が
消
費
税
の
納

付
（
還
付
）
の
手
続
き
を
し

た
場
合
に
、
交
付
金
に
含
ま

れ
る
消
費
税
負
担
分
と
重
複

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
別
の
交
付
単
価
を
設

定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

免
税
事
業
者
向
け
単
価
を

申
請
す
る
に
は
、
２３
年
度
の

交
付
申
請
か
ら
、
２
年
前
の

確
定
申
告
書
等
の
提
出
が
必

要
と
な
る
。
な
お
、
交
付
申

請
書
に
は
、
消
費
税
の
課
税

状
況
に
つ
い
て
の
項
目
が
あ

る
の
で
、
必
ず
記
載
す
る
。

提
出
期
限
は
６
月
３０
日
と
な

っ
て
い
る
。

農
畜
産
業
振
興
機
構
（
以

下
、Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）に
よ
る
２３
年

度
畜
産
物
価
格
関
連
対
策
と

し
て
、
２２
・
２３
年
度
事
業
で

和
牛
繁
殖
農
家
を
対
象
に
、

「
和
子
牛
生
産
者
臨
時
経
営

支
援
事
業
」が
実
施
さ
れ
る
。

昨
年
５
月
、
配
合
飼
料
価

格
の
高
騰
に
よ
り
肥
育
農
家

が
導
入
を
控
え
る
動
き
等
か

ら
、
黒
毛
和
種
な
ど
の
子
牛

価
格
が
急
落
し
た
。
農
水
省

は
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
事
業
で
「
優

良
肉
用
子
牛
生
産
推
進
緊
急

対
策
事
業
」
を
措
置
。
対
象

５
品
種
の
子
牛
価
格
が
そ
れ

ぞ
れ
の
発
動
基
準
価
格
を
下

回
っ
た
際
、
出
荷
奨
励
金
を

交
付
し
た
。
昨
年
６
月
か
ら

１２
月
ま
で
の
臨
時
・
緊
急
の

措
置
で
、
同
事
業
は
終
了
し

た
。現

在
、
子
牛
価
格
は
回
復

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
価
格

が
堅
調
に
推
移
す
る
ま
で
の

間
、
肉
用
子
牛
生
産
基
盤
の

安
定
を
図
る
た
め
、
和
子
牛

生
産
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
を
臨
時
的
に
措
置
す

る
。
新
た
な
事
業
は
、
和
子

牛
生
産
者
を
継
続
的
に
支
援

す
る
も
の
で
、
優
良
肉
用
子

牛
生
産
推
進
緊
急
対
策
事
業

で
対
象
品
種
だ
っ
た
乳
用
種

及
び
交
雑
種
は
対
象
外
と
な

る
。事

業
の
実
施
期
間
は
、
２３

年
１
月
か
ら
１２
月
ま
で
の
１

年
間
。

市
場
等
で
取
り
引
き
さ
れ

る
和
子
牛
の
ブ
ロ
ッ
ク
別

（
※
）の
平
均
売
買
価
格
が
、

発
動
基
準
（
消
費
税
込
み
価

格
）
を
下
回
っ
た
場
合
に
、

当
該
平
均
売
買
価
格
と
発
動

基
準
の
差
額
の
４
分
の
３
を

支
援
す
る
。

発
動
基
準
は
、
黒
毛
和
種

は
四
半
期
別（
３
ヵ
月
ご
と
）

の
平
均
で
６０
万
円
、
褐
毛
和

種
は
同
５５
万
円
、
日
本
短
角

種
な
ど
の
「
そ
の
他
肉
専
用

種
」
は
年
間
平
均
で
３５
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

※
黒
毛
和
種
は
、北
海
道
、

東
北
、
本
州
関
東
以
西
・
四

国
、
九
州
・
沖
縄
の
４
ブ
ロ

ッ
ク
。
褐
毛
和
種
、
そ
の
他

肉
専
用
種
は
全
国
１
ブ
ロ
ッ

ク
。

ウルグアイ・ラウンド農業協定におけるコメ
のミニマム・アクセス機会の法的性格に関す
る政府統一見解
（１） コメについて、ウルグアイ・ラウンド農業協定に基

づき、ミニマム・アクセス機会を設定する場合、我が
国が負う法的義務の内容は、コメの国内消費量の一定
割合の数量について輸入機会を提供することである。

（２） ただし、コメは国家貿易品目として国が輸入を行う
立場にあることから、ミニマム・アクセス機会を設定
すれば、通常の場合には当該数量の輸入を行うべきも
のと考えている。

（３） しかし、我が国が輸入しようとしても、輸出国が凶
作で輸出余力がない等客観的に輸入が困難な状況もあ
りえないわけではなく、かかる例外的なケースにおい
て、現実に輸入される数量がミニマム・アクセス機会
として設定される数量に満たなかったとしても、法的
義務違反が生じるものではないと理解している。

注）我が国のミニマム・アクセス米の取扱いについての１９９４年５月２７日の衆
議院予算委員会での加藤六月農林水産大臣（当時）の答弁（議事録ｐｐ
３４～３６）。

２０２２年８月～１１月 肥料物価指数表（２０年を１００とする）
騰 落 率（％）

１１月
４０．３
５２．２
８８．３
７７．２
５２．８

１０月
３８．４
５１．３
８９．３
６４．６
５０．６

９月
３８．５
５２．０
９０．１
６３．３
５１．１

８月
３８．４
５２．２
９０．６
６１．４
５０．７

月 別 指 数
１１月
１４９．６
１６８．３
２０９．４
１８８．０
１６５．２

１０月
１４５．０
１６３．４
２０２．６
１６７．７
１５９．３

９月
１４４．９
１６３．３
２０２．３
１６５．４
１５９．４

８月
１４４．５
１６２．９
２０１．１
１６３．７
１５８．５

品 目

肥 料 全 体
硫 安
尿 素
塩化カリウム
高 度 化 成

原
料
の
備
蓄
事
業
者
に
支
援

食
料
・
農
業

知
っ
て
お
き
た
い
話
第
１１７
回

「
最
低
輸
入
義
務
」の
根
拠
は
す
べ
て
破
綻

し
て
い
た
〜
デ
ー
タ
が
示
す
世
界
の
実
態
㊤

肥
料
安
定
供
給
確
保
へ
の
取
り
組
み

東
京
大
学
教
授
鈴
木
宣
弘
氏

１～１２月 臨時の支援事業実施

和子牛生産に助成継続
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農
水
省
は
１２
月
２７
日
、「
農

業
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

意
識
・
意
向
調
査
結
果
」
を

公
表
し
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、

有
償
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
、
サ

ー
ビ
ス
）
を
利
用
し
て
い
る

割
合
は
２４
・
３
％
で
あ
り
、

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
人
の
「
今
後
利
用

す
る
意
向
が
あ
る
」
と
回
答

し
た
割
合
も
２１
・
８
％
に
と

ど
ま
っ
た
。

こ
の
調
査
は
、
高
齢
化
や

労
働
力
不
足
等
の
課
題
解
決

に
向
け
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
に
あ
た
り
、
重
要
な
位

置
づ
け
と
な
る
農
業
支
援
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
今
後
の
推

進
施
策
の
基
礎
資
料
と
す
る

こ
と
が
目
的
。
２０
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
結
果
を
基
に
、
認

定
農
業
者
等
が
い
る
個
人
経

営
体
の
世
帯
主
及
び
団
体
経

営
体
の
代
表
者
で
あ
る
農
業

者
を
対
象
と
し
て
、
２２
年
８

〜
９
月
に
実
施
し
た
（
回
答

１
万
７
９
３
人
）
。

・
利
用
し
な
い
理
由

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
意

向
が
な
い
理
由
と
し
て
は

（
複
数
回
答
）
、
「
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
具
体
的
に
調
べ

て
い
な
い
」
が
最
も
多
い
５２

・
７
％
、
次
い
で
「
必
要
性

を
感
じ
な
い
」
４７
・
２
％
、

「
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
見

つ
か
ら
な
い
」
１９
・
０
％
、

の
順
と
な
っ
た
（
図
）
。

こ
の
結
果
か
ら
は
、
生
産

者
と
サ
ー
ビ
ス
と
の
間
に
溝

が
感
じ
ら
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス

の
存
在
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
の
普
及
が
必
要
と
な
る
。

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
い
の
は

良
い
こ
と
だ
が
、
今
後
の
農

業
経
営
に
お
い
て
、
選
択
肢

と
し
て
情
報
を
持
っ
て
お
く

こ
と
も
重
要
と
な
る
。

・
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス

一
方
、
一
部
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
人
及
び
、

サ
ー
ビ
ス
を
今
後
利
用
す
る

意
向
が
あ
る
人
に
お
い
て
、

希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
４
類

型
別
に
み
る
と
（
複
数
回

答
）
、
最
も
多
か
っ
た
の
が

「
専
門
作
業
受
注
型
」
で
７７

・
１
％
、
次
い
で
「
人
材
供

給
型
」
で
６９
・
１
％
、
「
機

械
設
備
供
給
型
」５０
・
６
％
、

「
デ
ー
タ
分
析
型
」
３７
・
８

％
だ
っ
た
。

上
位
の
専
門
作
業
受
注

型
、人
材
供
給
型
ど
ち
ら
も
、

農
作
業
を
委
託
で
き
る
働
き

手
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
が
、
よ
り
安
価

で
利
用
し
や
す
く
な
る
よ

う
、
改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。※

各
類
型
の
詳
細
は
次
の

と
お
り
。

▽
専
門
作
業
受
注
型

耕
う
ん
、
育
苗
、
定
植
、

草
刈
、
農
薬
・
肥
料
の
散
布
、

剪
定
、
収
穫
、
削
蹄
な
ど
の

農
作
業
を
委
託
。
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
等
の
利
用
な
ど
。

▽
人
材
供
給
型

農
作
業
を
行
う
人
材
派
遣

サ
ー
ビ
ス
。
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

の
活
用
等
。

▽
機
械
設
備

供
給
型

農
業
支
援
サ

ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
か
ら
の
レ

ン
タ
ル
や
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
さ
れ

た
農
業
機
械
の

利
用
。

▽
デ
ー
タ
分

析
型家

畜
の
生
体

情
報
や
人
工
授

精
の
分
析
、
土

壌
診
断
や
ド
ロ

ー
ン
撮
影
に
よ

る
生
育
診
断
。
生
育
や
市
況

な
ど
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く
作

付
・
栽
培
計
画
。
農
機
の
購

入
等
経
営
面
に
関
す
る
提
案

サ
ー
ビ
ス
等
。

開
拓
な
が
さ
き
農
協
は
１２

月
１２
日
、
福
岡
市
中
央
卸
売

市
場
食
肉
市
場
で
第
１２
回
開

拓
な
が
さ
き
畜
産
共
進
会
を

開
催
し
た
。
今
回
は
、
開
拓

交
雑
牛
部
門
に
２８
頭
（
去
勢

１８
頭
、
雌
１０
頭
）
、
開
拓
和

牛
部
門
に
去
勢
３
頭
が
出
品

さ
れ
た
。

格
付
・
審
査
の
結
果
、
開

拓
交
雑
牛
部
門
の
最
優
秀
賞

は
、
㈱
坂
口
畜
産
の
出
品
牛

（
去
勢
、
２７
ヵ
月
齢
、
種
雄

牛
「
百
合
芳
」
、
枝
肉
重
量

５
７
０
・
２
㎏
、
ロ
ー
ス
芯

面
積
６６
㎠
、
バ
ラ
厚
１０
・
３

㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
９
、
格
付
Ａ

５
）
が
受
賞
し
た
。

開
拓
交
雑
牛
部
門
全
体
の

成
績
は
、
平
均
枝
肉
重
量
が

５
９
６
・
８
㎏
（
去
勢
、
雌

同
じ
）
、
肉
質
３
等
級
以
上

比
率
９２
・
９
％
、
４
等
級
以

上
比
率
６４
・
３
％
、
５
等
級

比
率
１０
・
７
％
。
各
測
定
値

の
平
均
は
、
ロ
ー
ス
芯
面
積

６２
・
３
㎠
、
バ
ラ
厚
８
・
６

㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
５
・
５
、
歩

留
基
準
値
７０
・
４
だ
っ
た
。

開
拓
和
牛
部
門
の
成
績

は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５
７

３
・
９
㎏
で
、
全
頭
Ａ
５
だ

っ
た
。
同
部
門
か
ら
選
ぶ
特

別
賞
は
、
昨
年
に
続
き
、
福

田
邦
弘
氏
の
出
品
牛
（
３１
ヵ

月
齢
、
父
「
美
津
照
重
」
・

母
の
父
「
美
国
桜
」
・
祖
母

の
父
「
百
合
茂
」
、
枝
肉
重

量
５
０
３
・
５
㎏
、
ロ
ー
ス

芯
面
積
９９
㎠
、
バ
ラ
厚
８
・

１
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１２
、
格
付

Ａ
５
）
に
決
定
し
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

最
優
秀
賞

㈱
坂
口
畜

産

優
秀
賞

同

優
良
賞
１
席

福
田
邦
弘

優
良
賞
２
席

宅
島

東

特
別
賞

福
田
邦
弘

農
水
省
が
公
表
し
た
「
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
の
開
発
・

改
良
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、
最

も
望
ま
れ
る
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
は
、
「
散
布
範
囲
が
広

い
ド
ロ
ー
ン
」
だ
っ
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
現

場
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
を
把
握
す

る
た
め
、
同
省
が
１１
月
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
行
っ
た
も

の
で
、
農
業
者
や
地
方
自
治

体
職
員
、
研
究
者
等
１
０
９

５
人
が
回
答
。
今
後
改
良
や

開
発
が
必
要
と
思
わ
れ
る
５８

の
技
術
項
目
の
中
か
ら
一
人

５
項
目
ま
で
選
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
全
体
の
１
位

は
、
「
一
度
の
飛
行
で
広
範

囲
の
農
薬
散
布
が
可
能
な
ド

ロ
ー
ン
（
２
７
７
票
）
」
。

現
状
で
は
、
農
薬
積
載
量
や

バ
ッ
テ
リ
ー
容
量
が
少
な

く
、
改
良
の
余
地
が
あ
る
よ

う
だ
。
２
位
は
「
株
間
・
畝

間
の
除
草
ロ
ボ
ッ
ト
（
２
６

６
票
）」、
３
位
は
「
低
コ
ス

ト
・
小
型
の
り
面
自
動
草
刈

機（
２
４
１
票
）」
だ
っ
た
。

栽
培
体
系
別
に
み
る
と
、

露
地
栽
培
と
施
設
園
芸
の
１

位
が
自
動
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
、

畜
産
の
１
位
が
カ
メ
ラ
に
よ

る
個
体
識
別
・
体
重
測
定
技

術
と
な
っ
て
い
る
。

１
月
９
日
現
在
、
国
内
５６

例
目
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
で
、
処
分
さ
れ
た

鶏
な
ど
が
９
９
８
万
羽
と
、

過
去
最
多
と
な
っ
た
。

農
水
省
で
は
同
日
、
緊
急

の
対
策
本
部
が
開
催
さ
れ
、

出
席
し
た
野
村
農
水
大
臣
が

「
専
門
家
か
ら
、
環
境
中
の

ウ
イ
ル
ス
濃
度
が
非
常
に
高

ま
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
強
い
危
機
意
識
を
持

っ
て
、
国
と
都
道
府
県
な
ど

と
の
連
携
を
万
全
に
し
て
い

き
た
い
。
生
産
者
の
方
々
に

つ
い
て
は
、
都
道
府
県
の
家

畜
防
疫
員
の
指
導
の
下
、
農

場
内
で
の
消
毒
の
徹
底
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
た
。

ま
た
、
金
網
や
壁
の
穴
な

ど
を
通
じ
た
野
生
動
物
の
鶏

舎
へ
の
侵
入
が
疑
わ
れ
る
事

例
も
起
き
て
い
る
の
で
、
注

意
が
必
要
と
な
る
。

野
鳥
に
つ
い
て
も
、
環
境

省
に
よ
る
と
、
１
月
６
日
現

在
で
１
４
３
件
発
生
し
て
お

り
、
カ
ラ
ス
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、

ハ
ヤ
ブ
サ
な
ど
様
々
な
鳥
に

広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る

た
め
、
今
一
度
、
飼
養
衛
生

管
理
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ

る
。

静
岡
県
富
士
宮
市
の
朝
霧

高
原
は
、
富
士
山
の
西
麓
に

位
置
し
、
標
高
７
０
０
〜
１

０
０
０
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ

る
。
こ
こ
に
富
士
開
拓
農
協

が
あ
り
、
酪
農
を
中
心
に
約

４０
戸
が
営
農
し
て
い
る
。

１
９
４
６
（
昭
和
２１
）
年

１
月
に
入
植
し
た
の
は
、
主

に
長
野
県
下
伊
那
郡
大
下
條

村（
現
・
阿
南
町
）の
１５
〜
２０

歳
の
若
者
た
ち
１
３
０
名
。

今
で
こ
そ
日
本
有
数
の
酪

農
地
帯
で
、
霊
峰
富
士
を
望

む
観
光
地
で
も
あ
る
が
、
入

植
当
初
は
他
の
開
拓
地
と
同

様
に
過
酷
な
土
地
だ
っ
た
。

こ
の
地
は
、
終
戦
ま
で
旧

陸
軍
少
年
戦
車
兵
学
校
の
演

習
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

た
。
地
元
の
人
々
も
手
を
出

さ
な
い
や
せ
た
荒
地
で
、
富

士
山
か
ら
流
れ
出
た
溶
岩
の

岩
盤
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
て
、
「
穀
物
は
実
ら

ず
、
葉
物
は
茂
ら
ず
、

根
物
は
太
ら
ず
」
の
時

期
が
続
い
た
。
特
に
厳

し
か
っ
た
の
は
、
川
が

無
い
の
で
水
が
手
に
入

ら
な
い
こ
と
で
、
屋
根

に
降
っ
た
雨
を
溜
め
て

し
の
ぐ
こ
と
も
あ
っ

た
。

若
者
た
ち
の
栄
養
状
態
は

ひ
ど
く
な
り
、
３
班
に
分
か

れ
て
交
代
で
故
郷
に
帰
っ
て

体
力
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
。
里
帰
り
し
て
新
た
な

気
持
ち
と
な
り
、
皆
元
気
に

な
っ
て
戻
っ
て
き
て
団
結
が

深
ま
っ
た
。

開
拓
団
に
は
資
金
が
無

く
、
自
分
た
ち
で
何
で
も
作

れ
る
よ
う
、
製
塩
部
、
製
炭

部
、
輸
送
部
な
ど
を
設
け
、

開
墾
の
他
に
別
の
仕
事
も
分

担
し
て
助
け
合
っ
た
。

５４
年
に
よ
う
や
く
国
か
ら

高
度
集
約
酪
農
地
域
の
指
定

を
受
け
て
、
酪
農
が
本
格
的

に
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
ま

だ
牛
舎
は
無
く
、
野
草
地
で

の
放
牧
が
主
体
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
か
ら
個
人
住
宅
の
建

設
も
始
ま
り
、
個
人
経
営
に

移
行
し
て
い
っ
た
。

６５
年
、
土
地
改
良
事
業
等

に
よ
り
大
規
模
な
草
地
改
良

な
ど
が
行
わ
れ
、
飼
料
基
盤

の
整
備
や
新
し
い
施
設
の
建

設
が
進
み
、
現
在
の
酪
農
地

帯
と
し
て
の
基
盤
が
確
立
さ

れ
た
。

写
真
下
の
碑
は
、
同
農
協

が
７６
年
１１
月
、
同
市
人
穴
の

西
富
士
霊
園
内
に
、
開
拓
３０

周
年
を
記
念
し
て
建
立
し
た

も
の
で
、
碑
銘
は
「
開
拓
之

碑
」
。
富
士
山
と
と
も
に
、

こ
の
酪
農
大
国
を
見
守
っ
て

い
る
。

開
拓
組
織
の
動
き

１
月
後
半
か
ら
３
月
前
半

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、開
拓
組
織
の
主
な
行
事

は
次
の
と
お
り
。

１
月

２０
日

全
開
連
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
業
務
部
課
長
・
生
産

指
導
担
当
者
会
議
（
熊

本
）

２４
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

開
拓
肥
育
牛
生
産
支
援

特
別
対
策
事
業
第
４
回

審
査
委
員
会

２
月

１０
日

全
開
連
総
務
責
任
者

会
議

１５
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

農
水
省
と
意
見
交
換
会

２２
日

全
開
連
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
参
事
会
議
（
福
岡
）

３
月

９
日

全
開
連
理
事
会

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

１０
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

・
全
国
開
拓
振
興
協
会

事
業
概
況
説
明
会
（
東

京
）

全
開
連
人
事

（
１２
月
３１
日
付
）

退
職

矢
畑
咲（
管
理
部
）

（
１
月
１
日
付
）

▽
東
日
本
支
所
次
長
（
同

支
所
岩
手
事
業
所
長
兼
務
）

酒
井
浩
太
▽
東
日
本
支
所
岩

手
事
業
所
長
（
管
理
部
付
・

佐
賀
県
開
拓
畜
産
事
協
出

向
）
石
川
友
也

鳥
イ
ン
フ
ル
猛
威
止
ま
ら
ず

有
償
利
用
２４
％
に
と
ど
ま
る

今
一
度
、衛
生
管
理
の
徹
底
を

農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
意
識
・
意
向
調
査

静岡県富士宮市・富士開拓

最
優
秀
賞
は
㈱
坂
口
畜
産

開
拓
な
が
さ
き
畜
産
共
進
会

「開拓之碑」

ド
ロ
ー
ン
改
良
に
期
待

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
ア
ン
ケ
ー
ト
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各
地
で
戦
後
開
拓
農
家
が

活
躍
し
て
い
る
が
、
レ
ス
リ

ン
グ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
し
た
と
い
う
、
輝
か
し
い

経
歴
を
持
つ
開
拓
後
継
者
が

い
る
。
二
人
三
脚
で
開
拓
営

農
を
守
る
池
松
親
子
を
紹
介

す
る
。

か
ず
よ
し

父
・
和
義
さ
ん

（
７４
歳
）
と
母
・

ち
え
み
さ
ん
（
７０

か
ず
ひ
こ

歳
）
と
和
彦
さ
ん

（
４２
歳
）
が
営
農

を
行
っ
て
い
る
の

は
、
福
岡
県
の
中

南
部
、
福
岡
市
の

南
東
約
２５
㌔
㍍
に

位
置
す
る
、
朝
倉

郡
筑
前
町
の
旧
・

安
野
村（
現
・
筑
前
町
安
野
）

の
戦
後
開
拓
地
。
旧
陸
軍
の

大
刀
洗
北
飛
行
場
の
滑
走
路

だ
っ
た
大
き
な
道
路
が
特
徴

で
あ
る
。
和
義
さ
ん
の
父
・

こ
ま

じ

駒
次
さ
ん
が
４６
（
昭
和
２１
）

お

ご
お
り

年
、
三
井
郡
の
小
郡
で
戦
前

の
開
拓
に
参
加
し
た
実
家
か

ら
独
立
後
、
戦
後
開
拓
に
参

加
し
た
の
が
始
ま
り
。

入
植
当
時
は
水
源
が
乏
し

か
っ
た
た
め
、
イ
モ
や
ス
イ

カ
な
ど
を
作
り
、
畑
作
で
開

拓
に
従
事
し
た
。
そ
の
後
、

駒
次
さ
ん
が
乳
牛
を
導
入
。

和
義
さ
ん
が
農
学
校
を
卒
業

し
営
農
に
従
事
す
る
頃
に
は

酪
農
を
メ
イ
ン
に
営
農
を
行

っ
て
い
た
が
、
規
模
縮
小
に

伴
い
や
む
な
く
廃
業
。
現
在

は
駒
次
さ
ん
か
ら
受
け
継
い

だ
畑
を
守
り
な
が
ら
、
米
・

麦
・
大
豆
を
栽
培
し
て
い
る
。

和
彦
さ
ん
は
三
井
高
校
在

学
中
に
レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め

た
。
０３
年
に
世
界
選
手
権
で

銅
メ
ダ
ル
、
ア
ジ
ア
選
手
権

で
は
、０３
年
銅
、０４
年
金
、０５
・

０８
年
に
そ
れ
ぞ
れ
銅
メ
ダ
ル

を
獲
得
。
０４
年
に
は
ア
テ
ネ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
５
位
入
賞

を
果
た
し
、
０８
年
に
は
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
出
場
し

た
。
１１
年
１２
月
に
３１
歳
を
も

っ
て
引
退
。引
退
会
見
で
は
、

「
故
郷
で
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

開
拓
し
た
土
地
を
守
り
、
農

家
を
継
ぎ
た
い
」と
語
っ
た
。

現
在
は
福
岡
大
学
な
ど
、

同
県
内
の
大
学
で
レ
ス
リ
ン

グ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
ス
ポ

ー
ツ
の
授
業
を
受
け
持
ち
な

が
ら
、
駒
次
さ
ん
か
ら
和
義

さ
ん
へ
と
受
け
継
が
れ
た
牛

舎
を
活
か
す
べ
く
、
幼
い
頃

か
ら
毎
日
飲
ん
で
い
た
牛
乳

を
生
産
し
て
く
れ
た
牛
舎
を

改
造
し
、
レ
ス
リ
ン
グ
教
室

を
開
い
て
い
る
。
営
農
に
も

わ

ら

じ

参
加
し
、
二
足
の
草
鞋
で
活

躍
し
て
い
る
。

レ
ス
リ
ン
グ
関
係
の
仕
事

か
ら
引
退
し
た
後
は
、
専
業

農
家
と
し
て
駒
次
さ
ん
が
開

拓
し
た
畑
を
守
っ
て
い
く
つ

も
り
だ
と
い
う
。

和
義
さ
ん
の
今
後
の
目

標
は
、
今
あ
る
農
地
を
大

切
に
守
り
、
和
彦
さ
ん
が

専
業
で
継
ぐ
日
ま
で
き
ち

ん
と
畑
を
守
る
こ
と
。
和

彦
さ
ん
の
目
標
は
、
専
業

農
家
に
転
身
後
に
は
、
祖

父
が
懸
命
に
開
拓
し
て
く

れ
た
畑
を
父
か
ら
引
き
継

ぎ
、
大
事
に
守
り
な
が
ら

営
農
を
続
け
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
と
い

う
。長

年
の
レ
ス
リ
ン
グ
経

験
で
培
っ
た
強
靭
な
体
力

を
糧
に
、
和
彦
さ
ん
は
自

分
を
育
て
て
く
れ
た
開
拓

営
農
を
受
け
継
ぎ
、
守
っ

て
い
く
。

タ
キ
イ
種
苗
㈱
は
１２
月
７

日
、
「
２
０
２
２
年

野
菜

の
総
括
」
の
調
査
結
果
を
公

表
し
た
。
全
国
の
男
女
４
０

０
人
か
ら
回
答
を
得
た
も

の
。
タ
マ
ネ
ギ
・
キ
ャ
ベ
ツ

は
５
年
連
続
で
食
べ
る
機
会

が
多
い
野
菜
の
１
・
２
位
を

競
っ
て
い
る
。

「
２２
年
に
食
べ
る
機
会
が

多
か
っ
た
野
菜
（
全

体
、
複
数
回
答
）
」

は
、
タ
マ
ネ
ギ
が
６２

・
０
％
（
７
・
５
㌽

増
）
と
最
も
高
か
っ

た
。
次
い
で
キ
ャ
ベ

ツ
が
５９
・
５
％
（
６

・
６
㌽
増
）
、
キ
ュ

ウ
リ
が
４９
・
５
％（
前

年
は
５
位
圏
外
）
だ

っ
た
。
４
年
連
続
で

タ
マ
ネ
ギ
が
１
位
、

キ
ャ
ベ
ツ
が
２
位
と

な
っ
て
い
る
（
５
年

前
は
キ
ャ
ベ
ツ
が
１

位
）
。

食
生
活
に
も
っ
と

野
菜
を
取
り
入
れ
る

た
め
に
「
野
菜
に
つ
い
て
知

り
た
い
情
報
（
同
）
」
は
図

の
と
お
り
。
「
保
存
の
し
か

た
」
へ
の
関
心
が
最
も
高
く

な
っ
て
い
る
。

「
今
年
は
野
菜
の
値
段
が

高
か
っ
た
と
思
う
か
（
全
体

・
単
数
回
答
）
」
は
、
「
思

う
」
が
７８
・
８
％
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な

ど
に
よ
る
円
安
も
影
響
し
、

価
格
高
騰
実
感
が
過
去
最
高

と
な
っ
て
い
る
。

「
例
年
に
比
べ
て
高
い
と

感
じ
た
野
菜
（
全
体
・
複
数

回
答
）
」
は
、
タ
マ
ネ
ギ
が

４８
・
３
％
、
ト
マ
ト
が
３２
・

５
％
、
キ
ャ
ベ
ツ
が
３２
・
０

％
の
順
。
「
い
つ
も
買
う
野

菜
（
同
）
」
は
タ
マ
ネ
ギ
が

５６
・
８
％
、
キ
ャ
ベ
ツ
が
５４

・
０
％
、
ニ
ン
ジ
ン
が
４２
・

８
％
の
順
。
「
値
段
が
高
く

て
も
買
う
野
菜
（
同
）
」
は

タ
マ
ネ
ギ
が
４５
・
０
％
、
キ

ャ
ベ
ツ
が
３３
・
３
％
、
ト
マ

ト
が
２６
・
０
％
の
順
。
「
今

年
、
例
年
に
比
べ
て
購
入
量

が
減
っ
た
野
菜
（
同
）
」
は

タ
マ
ネ
ギ
が
１０
・
８
％
、
ア

ボ
カ
ド
が
７
・
８
％
、
ト
マ

ト
が
７
・
５
％
の
順
。
タ
マ

ネ
ギ
は
食
べ
る
機
会
が
多
い

分
、
値
段
が
高
く
て
も
変
わ

ら
ず
買
う
人
も
、
買
い
控
え

を
す
る
人
も
い
ず
れ
も
最
も

多
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

㈱
リ
ク
ル
ー
ト
は
、
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
を
公
表
し
た
。
全
国
の

２０
〜
６０
代
の
男
女
１
０
３
５

人
か
ら
回
答
を
得
た
。

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
に
つ
い

て
、
牛
肉
派
か
豚
肉
派
か
を

聞
い
た
質
問
で
、「
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
牛
肉
派
」
「
牛
肉

派
」
を
合
わ
せ
た
「
牛
肉
派
」

が
４６
・
１
％
と
、
「
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
豚
肉
派
」
「
豚

肉
派
」
を
合
わ
せ
た
「
豚
肉

派
」よ
り
も
０
・
９
㌽
高
い
。

「
食
べ
な
い
」８
・
７
％
を
除

き
、両
派
が
拮
抗
し
て
い
る
。

豚
肉
派
よ
り
も
多
か
っ
た

牛
肉
派
だ
が
、
「
牛
肉
を
選

ぶ
時
に
ど
ん
な
表
記
が
魅
力

的
に
見
え
る
か
（
複
数
回

答
）」は
表
の
と
お
り
。「
国

産
」
の
表
記
に
魅
力
を
感
じ

る
人
が
最
も
多
い
。
「
黒
毛

和
牛
」
な
ど
の
品
種
や
産
地

の
表
記
も
魅
力
と
し
て
人
気

が
高
く
な
っ
て
い
る
。

地
域
別
の
傾
向
を
み
る

と
、
「
牛
肉
派
」
は
近
畿
が

５１
・
３
％
、
関
東
が
４９
・
５

％
、
中
部
が
４７
・
８
％
の
順

で
高
い
。
「
豚
肉
派
」
は
、

北
海
道
・
東
北
が
５８
・
６
％
、

九
州
が
５４
・
８
％
、
中
四
国

が
５２
・
２
％
の
順
だ
っ
た
。

農
水
省
が
１２
月
２
日
に
公

表
し
た
２１
年
度
の
「
全
国
の

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被

害
状
況
」
に
よ
る
と
、
農
作

物
被
害
金
額
は
約
１
５
５
億

円
で
前
年
度
に
比
べ
て
約
５

・
９
億
円
（
３
・
８
％
）
減

少
し
た
。
３
年
ぶ
り
に
減
少

に
転
じ
た
も
の
の
、
被
害
は

依
然
大
き
く
、
対
策
が
求
め

ら
れ
る
。

被
害
面
積
は
約
３
万
３
千

㌶
で
約
１
万
㌶（
３０
・
３
％
）

減
、
被
害
量
は
約
４６
万
２
千

㌧
で
２
千
㌧
（
０
・
５
％
）

増
だ
っ
た
。
被
害
金
額
を
鳥

類
・
獣
類
別
で
み
る
と
、
獣

類
に
よ
る
被
害
は
約
１
２
６

億
６
千
万
円
で
約
４
・
３
億

円
（
３
・
４
％
）
減
、
鳥
類

に
よ
る
被
害
は
約
２８
億
６
千

万
円
で
約
１
・
６
億
円
（
５

・
７
％
）
減
だ
っ
た
。

獣
類
別
の
被
害
額
で
は
、

イ
ノ
シ
シ
が
約
３９
億
円
で
約

６
・
４
億
円
（
１６
・
５
％
）

減
、
サ
ル
が
約
８
億
円
で
１

・
０
億
円
（
１３
・
８
％
）
減
。

シ
カ
は
約
６１
億
円
で
約
４
・

６
億
円
（
７
・
５
％
）
増
加

し
た
。
前
年
同
様
、
シ
カ
に

よ
る
被
害
が
最
も
多
い
。

鳥
類
別
で
は
、
カ
ラ
ス
が

約
１３
・
１
億
円
で
約
０
・
７

億
円
（
５
・
０
％
）
減
少
し

た
。
カ
ラ
ス
の
み
で
鳥
類
の

被
害
の
う
ち
４６
％
を
占
め
て

い
る
。
カ
モ
が
約
５
・
５
億

円
で
、
約
０
・
３
億
円
（
６

・
７
％
）
増
加
し
て
い
る
。

農
水
省
は
１２
月
２６
日
、「
２２

年
農
業
技
術
１０
大
ニ
ュ
ー

ス
」
を
発
表
し
た
。

１
年
間
に
新
聞
記
事
で
注

目
を
集
め
た
、
大
学
や
公
立

試
験
研
究
機
関
・
国
立
研
究

開
発
法
人
、
民
間
企
業
な
ど

の
農
林
水
産
研
究
成
果
の
う

ち
、
内
容
が
優
れ
て
い
て
社

会
的
関
心
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
成
果
１０
課
題
を
農
業
技

術
ク
ラ
ブ
（
本
紙
を
含
む
農

業
関
係
専
門
紙
・
誌
な
ど
３０

社
・
団
体
加
盟
）
の
加
盟
会

員
に
よ
る
投
票
で
選

定
し
た
も
の
。
２２
年

は
、
病
気
の
早
期
発

見
や
病
害
虫
防
除
な

ど
が
多
く
取
り
上
げ

ら
れ
た
。
選
ば
れ
た

１０
大
ニ
ュ
ー
ス
は
次

の
と
お
り
。

①
メ
タ
ン
の
産
生

が
少
な
い
牛
に
特
徴

的
な
新
種
の
細
菌
を

発
見
―
げ
っ
ぷ
由
来

メ
タ
ン
の
排
出
削
減

に
期
待（
農
研
機
構
）

＝
本
紙
第
７
６
５
号

（
２２
年
１
月
号
）
で

紹
介②

植
物
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
リ
サ
イ
ク
ル
で
肥
料
を
製

造
―
再
利
用
工
程
で
発
生
す

る
尿
素
を
肥
料
と
し
て
有
効

活
用
（
東
京
工
業
大
学
等
）

③
豚
熱
と
ア
フ
リ
カ
豚
熱

を
迅
速
・
同
時
に
判
別
！
―

検
査
効
率
の
大
幅
な
向
上
で

防
疫
に
貢
献
（
農
研
機
構

等
）④

土
壌
病
害
診
断
Ａ
Ｉ
ア

プ
リ
を
開
発
―
ほ
場
ご
と
の

発
生
し
や
す
さ
に
応
じ
た
対

策
法
を
提
示
（
農
研
機
構

等
）
＝
本
紙
第
７
７
４
号

（
２２
年
１０
月
号
）
で
紹
介

⑤
新
た
な
道
を
切
り
開
く

「
み
ち
し
ず
く
」
―
基
腐
病

に
強
く
、
多
収
の
焼
酎
・
デ

ン
粉
原
料
用
カ
ン
シ
ョ
新
品

種
を
育
成
（
農
研
機
構
）

⑥
振
動
で
ト
マ
ト
害
虫
を

防
除
―
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
の
発

生
抑
制
・
ト
マ
ト
の
授
粉
促

進
に
よ
る
安
定
生
産
へ
（
電

気
通
信
大
学
等
）
＝
本
紙
第

７
６
６
号
（
２
月
号
）
で
紹

介
⑦
ウ
ン
カ
発
生
調

査

Ａ
Ｉ
で
大
幅
時

短
―
目
視
で
は
１
時

間
以
上
の
調
査
時
間

を
３
〜
４
分
に
短
縮

（
農
研
機
構
）

⑧
超
音
波
を
活
用

し
た
ヤ
ガ
類
の
防
除

技
術
を
確
立
―
開
発

し
た
装
置
で
農
薬
散

布
回
数
９
割
減
（
農

研
機
構
、
京
都
府
農

林
水
産
技
術
セ
ン
タ

ー
等
）
＝
本
紙
本
号

５
面
で
紹
介

⑨
リ
ン
ゴ
黒
星
病
の
発
生

低
減
に
貢
献
―
リ
ン
ゴ
の
落

葉
収
集
機
で
効
率
よ
く
９
割

除
去
（
農
研
機
構
、
（
独
）

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

等
）＝
本
紙
第
７
６
６
号（
２

月
号
）
で
紹
介

⑩
急
傾
斜
４５
度
対
応
の
リ

モ
コ
ン
草
刈
機
―
強
く
、
早

く
、
小
さ
い
！
中
山
間
で
も

安
全
作
業
（
農
研
機
構
、
福

島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

等
）
＝
本
紙
７
６
７
号
（
３

月
号
）
で
紹
介

牛肉を選ぶとき魅力的な表記
（％）

１０．２

９．５

６．７

４．７

４．５

３．８

㈱リクルートの資料から

理 由
個体識別管理がされて
いる証明書
「ビールを飲ませて」
「グラスフェッド（牧
草のみで育てられた）」
などの飼育方法
生産者の写真などの表
示

「経産牛」など、ＳＤ
Ｇｓ観点に配慮されて
いる表示

「脂の融点が○○度」
など、味についての科
学的な検証

その他

順位

７

８

９

１０

１１

１２

（％）

６１．４

５０．９

５０．０

４２．４

３３．９

１２．８

理 由

「国産」の表記

「黒毛和牛」「赤牛」
などの品種

ブランド牛・銘柄牛な
どの産地

「Ａ５ランク」などの
等級

「サーロイン」「希少
部位」などの部位

生産者の名前を冠する
ブランド名など、だれ
が育てたかということ

順位

１

２

３

４

５

６

食べる機会、タマネギ４年連続１位

牛
肉
選
び「
国
産
」表
記
が
魅
力
的

価格高騰で購入減少も

「
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
」調
査
か
ら

メタン産生抑制細菌発見な
ど選定

２２年農業技術１０大ニュース

２１
年
度
も
シ
カ
が
最
多

農
作
物
の
鳥
獣
被
害
状
況

池
松

親
子

米
・
畑
作
で
開
拓
営
農
守
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ

ス

リ
ン
グ

選
手
か
ら
転
身

乳
牛

写真提供 : 池松和彦さん

池松親子 畑をバックに
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農水省が１２月２７日に公表した、２１年
の農業総産出額及び生産農業所得（全
国、都道府県別）によると、農業総産
出額は主食用米や野菜などの価格が低
下したことなどから、前年に比べ９８６億
円（１．１％）減少し、８兆８３８４億円とな
った。また、生産農業所得は、主食用
米の価格が低下した一方で、畜産や果
実の産出額が増加したことなどによ
り、前年に比べ４５億円（０．１％）増加
し、３兆３４７９億円となった。
野菜・果実・茶の３品目の産出額に
ついて、実情を紹介する。

野菜

近年、加工・業務用としての国産野

菜を求める実需者（小売り、食品加工
などの業者）ニーズや、カット野菜等
の簡便化志向の消費者ニーズが高まっ
ている一方で、天候により作柄や供給
量などが変動しやすいといった特性も
あり、１８年以降２兆２０００億円前後で推
移してきた。
２１年は前年に比べ１０５３億円（４．７％）
減少し、２兆１４６７億円となった。北海
道での夏季の干ばつの影響でタマネギ
の出荷量が減少し、価格が上昇した。
その一方で、秋季から冬季にかけての
高温などが続いたことにより、多品目
の出荷量が増加し、前年よりも安値と
なったことが影響しているとみられ
る。

果実

農業従事者の高齢化や離農に
より、ミカンなどの栽培面積が
減少傾向で推移している。一方
で、ブドウを中心に優良品目・
品種への転換などが進んだこと
による価格推移の結果として、
近年の果実産出額は増加傾向で推移し
ている。
２１年は前年に比べ４１８億円（４．８％）
増加し、９１５９億円となった。これは、
リンゴの凍霜害やミカンの隔年結果の
影響などで生産量が減少し、価格が上
昇したこと、ブドウなどで高価格で取
り引きされる品種への転換が進んだこ
とも寄与したものとみられる。

茶

国内では栽培面積が減少傾向にあ
る。ペットボトル緑茶飲料の消費、茶

の輸出、てん茶（抹茶の原料）が増加
傾向で推移してきたものの、２０年は新
型コロナウイルス感染症の感染拡大の
影響を受けて産出額は減少した。
２１年 は 、 前 年 に 比 べ８６億 円

（２１．０％）増加し、４９５億円となった。
春先の低温等の影響で一番茶の生産量
が減少した一方で、コロナの感染拡大
の影響を受けた前年から、ドリンク向
けを中心に二番茶以降の生産が回復し
た。これに加え、価格も上昇したこと
が増加に寄与したものとみられてい
る。

農水省が１２月に公表した「２３年度夏
秋野菜等の需給ガイドライン」による
と、多くの品目で２１年実績より需要量
の減少が見込まれている。
同ガイドラインは、野菜価格安定制
度の登録生産者や登録出荷団体が、夏
秋野菜などの供給計画を作成する際の
目安として、年２回、次期作の需要量、
供給量、作付面積に関するガイドライ
ンを策定している。今回、２３年６月か
ら２４年３月までに出荷される夏秋野菜
等１２品目について推計した。
需要量
過去１０年間の１人当たり需要量（純
食料ベース＝野菜の芯などの通常食べ
ない部分を除いた量）の推移から、１
人当たり需要量を推計し、これに当該
年次の推計人口を乗ずることにより、
表の程度と見込んだ。
２１年実績より増加が見込まれるのは
４品目で、夏ダイコンが５．２％増、秋冬
ネギが２．９％増、夏秋レタスが２．３％増

などとなっている。減少が見込まれる
のは８品目で、秋ニンジンが８．４％減、
夏秋キャベツが５．３％減、夏秋ナスが
４．３％減などとなっている。
国内産供給量
国内産供給量は、供給量（輸入量含
む）を基に、輸入動向を勘案して推
計。２１年実績より増加が見込まれるの
は５品目で、夏ダイコンが５．５％増、秋
冬ネギが３．４％増、夏秋レタスが２．３％
増などとなっている。減少が見込まれ
るのは７品目で、秋ニンジンが９．０％
減、夏秋キャベツが６．１％減、夏秋ピー
マンが４．９％減などとなっている。
作付面積
作付面積は、国内産供給量を過去１０
年間の単収の推移から推計した単収で
割り算することで算出。全国の作付面
積の指標となる。２２年度ガイドライン
を上回ったのは、夏秋ミニトマト及び
夏秋ピーマンのみで、他１０品目は減少
または２２年度並みとなっている。

農業害虫の「ヤガ（夜蛾）」類は、
幼虫が農作物を食害することで商品
価値を大きく低下させる。ヤガ類の
成虫は、翅（はね）の付け根に音を
感じる「耳」を持っている。天敵で
あるコウモリがエサを見つけるため
に発する超音波を聞くと、コウモリ
に食べられないように逃げ出すなど
の行動を示す。
そこで、農研機構と京都府農林水
産技術センター及
び民間企業は、耳
を持つヤガ類であ
るハスモンヨト
ウ、シロイチモジ
ヨトウ、ツマジロ
クサヨトウが共通
して嫌がる超音波
を用いた害虫防除
法を確立した。

この超音波を水平方向３６０度に大き
な音で照射できる装置を開発し、イチ
ゴの栽培施設とネギの露地ほ場におい
て、ヤガ類の飛来数と産卵数を減らす
ことに成功した。結果的に幼虫による
食害も減らすことができ、殺虫剤の散
布回数を少なくすることを可能にす
る。
同技術を用いることにより、世界的
な問題となっている、害虫の殺虫剤抵
抗性の発達問題を回避することができ
る。同機構は、果菜類や果樹など、果
実に被害をもたらすガ類を対象にほ場
での実証試験を開始している。

農水省は１２月２１日、アリモドキゾウ
ムシ対策検討会議を開いた。今後の対
応について検討が行われ、植物防疫法
に基づく緊急防除の実施が決定した。
同害虫の幼虫は、カンショ（サツマ
イモ）などを食害して収穫を困難にす
る被害をもたらす。１０月下旬に静岡県
浜松市で発生が確認され、県と同省で
連携して調査が進められていた。発生
は市内の一部地域の限られた範囲内に
偏っており、１２月８日以降は確認され
ていないものの、気温が上昇する春先
以降の再発生が懸念されている。

緊急防除の内容としては、同虫が確
認された地点から半径１㎞圏内におい
ては、寄主植物の作付け禁止、エリア
外への移動の禁止などの措置をとるこ
ととされた。また、発生区域内の寄主
植物（野生含む）を対象に、殺虫剤や
除草剤の散布などの実施も決定してい
る。
同県では、カンショ栽培ほ場や残さ
にて同虫の発生が確認された場合、放
置せずビニール袋などで密閉し、病害
虫防除所などにすぐに連絡するように
呼びかけている。

２０２３年度需給ガイドライン表 （㌧、ha、％）

種別
需要量（純食料） 国内産供給量 作付面積

２１年
実績 ２１年比 ２１年

実績 ２１年比
２２年度
ガイド
ライン

２２年比

夏秋キャベツ ３４９，８００ ３６９，１８５ ９４．７ ４８５，３００ ５１６，８００ ９３．９ １０，０００ １０，１００ ９９．０
夏秋キュウリ ２３８，１００ ２４７，１２２ ９６．３ ２５２，５００ ２６１，５００ ９６．６ ７，３８０ ７，６２０ ９６．９
秋冬サトイモ １４１，３００ １４５，８０６ ９６．９ １４２，９００ １４２，７００ １００．１ １１，１００ １１，２００ ９９．１
夏ダイコン ２０２，９００ １９２，８８５ １０５．２ ２３６，０００ ２２３，８００ １０５．５ ５，６３０ ５，９３０ ９４．９
夏秋トマト ２５０，２００ ２５８，７７７ ９６．７ ２９５，２００ ３０６，１００ ９６．４ ７，２３０ ７，３９０ ９７．８
うち大玉トマト ２００，２００ ２０８，７０６ ９５．９ ２３６，２００ ２４６，９００ ９５．７ ５，６８０ ５，８５０ ９７．１
うちミニトマト ５０，０００ ５０，０７１ ９９．９ ５９，０００ ５９，２００ ９９．７ １，５５０ １，５４０ １００．６
夏秋ナス １５２，１００ １５９，００５ ９５．７ １７５，２００ １８３，２００ ９５．６ ７，２８０ ７，６７０ ９４．９
秋ニンジン ２４３，４００ ２６５，７８７ ９１．６ ２０２，０００ ２２２，０００ ９１．０ ５，２５０ ５，４００ ９７．２
秋冬ネギ ２１０，１００ ２０４，１６７ １０２．９ ２８５，１００ ２７５，６００ １０３．４ １４，１００ １４，１００ １００．０
夏ハクサイ １３４，４００ １３３，８５５ １００．４ １６７，５００ １６６，９００ １００．４ ２，３２０ ２，３９０ ９７．１
夏秋ピーマン ６４，８００ ６７，３２９ ９６．２ ６５，４００ ６８，８００ ９５．１ ２，２３０ ２，１９０ １０１．８
夏秋レタス ２０９，１００ ２０４，３４０ １０２．３ ２５５，２００ ２４９，４００ １０２．３ ８，４５０ ８，８９０ ９５．１

（農水省の資料を基に作成）

農業総産出額等の推移 （億円、％）
２０１８ ２０１９ ２０２０ ２０２１

農業総産出額
９０，５５８ ８８，９３８ ８９，３７０ ８８，３８４
△２．４ △１．８ ０．５ △１．１

野菜
２３，２１２ ２１，５１５ ２２，５２０ ２１，４６７
△５．３ △７．３ ４．７ △４．７

果実
８，４０６ ８，３９９ ８，７４１ ９，１５９
△０．５ △０．１ ４．１ ４．８

茶
６１５ ５２２ ４０９ ４９５
△４．９ △１５．１ △２１．６ ２１．０

生産農業所得
３４，８７３ ３３，２１２ ３３，４３３ ３３，４７９
△７．３ △４．８ ０．７ ０．１

上段：実額、下段：対前年増減率、△はマイナス。
（農水省の資料を基に作成）

２１年農業総産出額

需要量 ダイコン増加、キャベツは減少 超音波でヤガ類飛来を抑制

殺虫剤散布回数減少２３年度 夏秋野菜等の需給ガイドライン

長ネギの露地ほ場に設置した超音波スピーカ（写真）と
上から見た配置図

農研機構の資料から

被害カンショは袋などで密閉を
アリモドキゾウムシに注意

野菜減少も果実・茶は増加野菜減少も果実・茶は増加
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全国農業協同組合連合会は昨年１１月
２５日、農水省・農畜産業振興機構等と
共に「第４０回 全農酪農経営体験発表
会」を開催。この発表会は、地域の模
範となる優秀な生産者が日々の取り組
みを発表する大会で、今回は戦後開拓
酪農家２氏が発表を行い、ともに優秀
賞を受賞した。

「入植７０年で獲得した乳質共励会最
優秀賞～ケベック式牛舎での健康環境
管理」
１人目の開拓農家は、本紙７６７号で紹

はる あき

介した、群馬県みどり市の石原玄明さ
ん。乳牛１頭から酪農を始め、水の確
保に大変苦労した祖父の入植時の努力
を大切に受け継ぎ、営農を行っている。
牛全頭に愛情を込めて名前を付けて呼
んでいる。後継牛は１００％自家育成でま
かない、人工授精なども自分の手で行
っているほか、地域の離農農家の農地
を積極的に借り上げることにより、荒
廃農地の発生の防止、飼料自給率の向
上にも努めている。
当たり前のことを牛が少しでも楽に
でき、快適にエサを食べ、ゆっくりと
休める環境の整備を心がけている。牛
をチェーンのみでつなぐ「ケベック式
繋留」の導入により、カウコンフォー
ト（快適性）を確保。乳頭を触った時
に痛がらないか、乳汁の異変など、牛
からのメッセージを見逃さないよう、
こまめにチェックしている。後継を控
える子息の代にも夢のある業界として
酪農が続くことを祈りながら、日々取
り組んでいる。

審査で、戦後開拓で入植した条件不
利地にも関わらず、３世代に渡って優
れた酪農経営を行ってきたこと、カウ
コンフォートを意識しながら牛体を清
潔に保ち、高品質な生乳を生産してい
ること、周囲の離農農家から農地を借
り耕作放棄地の発生を防いでいること
が高く評価された。

「感謝と貢献～原発事故からの復興
と地域の再生」
２人目の開拓農家は、福島県双葉郡
葛尾村の戦後開拓地「大笹地区」で営
農を行っている、株式会社佐久間牧場

てつ じ

の佐久間哲次さん（４６歳）。哲次さん
は１１年の東日本大震災で被災。発表の
冒頭、被災時に支えてくれた全国の酪
農家や牛乳を飲んでくれた人々への感
謝の言葉を伝えた。
現在、葛尾村の人口は約１３００人ほど
で、うち被災後に帰村したのは約３００人
のみ。酪農・畜産が盛んだったが、震
災後、村で酪農を営んでいるのは、哲
次さんのみになった。
㈱佐久間牧場の歩みは、戦後間もな
い頃、初代の哲次さんの祖父が同地で
畑を始めて戦後開拓に取りかかり、父
が７６（昭和５１）年に酪農を始めたのが
スタート。哲次さんは９６（平成８）年
に就農した。
牧場は福島第一原発から２３㎞ほどの
地点にあり、全村避難の対象に。ほ場
の約９割が帰宅困難区域となり、育成
牛２５頭を除く約１００頭を食肉処理。葛尾
村よりも線量が高い地域で避難せずに
牛と暮らし続けている人がいると聞

き、何年かかっても、祖父が一生懸命
に開拓したこの土地でもう一度酪農を
すると、強く心に決めた。また、仮設
住宅で、当時１０歳だった子息が、「酪
農家になってやる！」と習字で書いた
ことも、哲次さんの背中を押した。
１６年、一部地域を除き、葛尾村の避
難指示が解除。原乳出荷制限も解除に
なったため、本格的に営農再開の準備
を始めた。１８年７月末頃、ようやく牛
の導入が認められた。震災後７年半ぶ
りに牛が牛舎に戻ってきた日のことは
忘れられないという。
被災をきっかけに地力が低下した。
土砂崩れなどの被害発生を防ぐため、
デントコーンの二毛作で景観作物（ク
リムゾンクローバー）を栽培。花を見
に観光客が訪れる新たな葛尾村の魅力
にもなった。
また、震災前と同等の乳質・乳量と
いう目標も、年１回の牛リンパ腫（白
血病）の全頭検査の実施でクリーンな
牧場とすることなどで実現。１９～２１年
度まで乳質環境改善コンクールで最優
秀賞を連続受賞。営農再開後、一度も

生乳から放射性物質は検出されていな
い。
自分の姿を見て、「葛尾村は復興し
た、自分も葛尾村で農業ができる」と
思ってもらい、新しく酪農家として就
農してくれる人が後に続いてくれるこ
とも目標にしている。
被災により営農の中断を余儀なくさ
れたが、村唯一の酪農家として、復興
作業・観光誘致に奮闘し、地域への貢
献度が極めて高いことが評価された。
また、地域の帰農困難者の畑を荒廃さ
せないよう保全していることなども高
く評価された。

農水省が１２月９日に公表した「２１年
牛乳生産費（１～１２月）」と「２１年肥
育豚生産費（同）」によると、牛乳、
肥育豚ともに生産費は増加。特に飼料
費の増加が大きく、生産者の負担が重
くなっている。
〇牛乳生産費
全国の搾乳牛１頭当たりの全算入生
産費（資本利子・地代込み）は８８万３９９１
円で、前年から６．７％増加した（図１）。
飼料費を中心とした物財費の増加と、
スモールの販売など副産物価格が減少
したことから、増加している。
物財費の内訳は、飼料費が１０．２％増、
敷料費が９．５％増などと増えており、費
用合計は９９万８５１９円で前年から５．３％
増加している。スモールの価格は１４万

４４８円と、前年から４．４％減少した。
〇肥育豚生産費
全国の肥育豚１頭当たりの全算入生
産費（同）は３万７９０７円で前年から
１２．７％増加した（図２）。物財費のう
ち、飼料費が２万４１３５円で１８．９％増、敷
料費が３７．３％増などと、生産者の負担
が増えている。１頭当たり販売価格は
３万７６５８円で２．８％減少した。

２０２３年癸卯（みずのとう）年が明
けた。今年はどんな年となるのだろ
うか。癸卯年は安全、温和で、ウサ
ギが跳ね上がるように、景気は回復、
好転する良い年になると言われてい
る。昨年の「今年の漢字」に選ばれ
た「戦」が無い世界となり、平和で
天変地異が少なく、穏やかな年であ
ることを祈りたいものである。
気象庁は１９９１年からの３０年間で平
均気温は０．９℃上昇して１７．０４℃とな
り、昨年は統計を開始した１８９８年と
比べ１．３１℃上昇したことを発表し
た。
農水省食肉鶏卵課は、４月までの
肉豚出荷予測を公表。それによると、
５月まで全ての月において前年を下
回る９９．４～９４．８％で推移し、３月は
５．２％減の１４２万４千頭を見込んでい
る。
昨年の夏は猛暑日の連続記録を更
新するなど気温が高く、秋口の産子
への影響が如実に表れたものと推察
できる。地球温暖化は間違いなく進
んでおり、昨年の経験を踏まえた上

で、夏場の暑熱環境下での繁殖管理に
は一層の留意が必要となる。
豚熱のワクチンの厳格な管理を担保
した上で、都道府県による研修を修了
した飼養衛生管理者がワクチンを接種
できるよう、農水省は豚熱に関する特
定家畜伝染病防疫指針を改正した。こ
れにより農場において適切な時期にワ
クチン接種が可能となり、防疫効果が
期待できるものとなる。ただし、現時
点でワクチン接種が認められていない
北海道と九州は対象とはならない。
同省の畜産統計によると、昨年２月
１日の全国の豚飼養戸数は３５９０戸と減
少が止まらず、飼養頭数も減少に転じ
ている。豚肉自給率は４９％となり、５０％
を割り込んでいる。生産資材が高騰す
る中、厳しい生産環境ではあるが、悪
性伝染病の侵入を阻止し、事故損耗を
抑え、豚肉の安定供給に取り組んでい
ただきたい。
一昨年１２月からのこの企画「帰って
きた…」は、今回で１４回目となった。
養豚業は、国民の食生活の安定に寄与
し、地域経済に貢献する重要な産業で
あることを養豚農業振興法で掲げてお
り、それぞれの地域で開拓豚の生産に
邁進（まいしん）していただけるよう
祈念し、今回をもって閉じることとす
る。

（全開連参事 臼井靖彦）

写真提供 : 全農

開拓三世２氏登壇 地域の模 範
農業者として開拓三世２氏登壇 地域の模模 範範
農農業業者者として

第４０回 全農酪農経営体験発表会

表彰される佐久間夫妻
表彰される石原夫妻

牛乳・肥育豚生産費ともに増加
２１年、飼料費負担特に重く
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農水省が１２月２７日に公表した、２１年
の「農業総産出額及び生産農業所得（全
国、都道府県別）」によると、２１年は
畜産の産出額が３．４兆円を超えて過去
最高となった。
ここでは、肉用牛・生乳・豚の３品
目の産出額及び都道府県別の構成割合
について、実情を紹介する。

【肉用牛】
近年、和牛改良の進展や飼養管理技
術の向上などで、高品質な牛肉の割合
が増加し、生産基盤の強化も推進され
ている。さらに、牛肉の輸出も年々増
えてきており、１２年以降、肉用牛の産
出額は増加傾向で推移している。
２１年は前年に比べ８４７億円（１１．５％）

増加し、８２３２億円となった。
生産基盤の強化に伴い、和
牛の生産頭数が増えたこと
や、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大の影響を受
けた前年から需要が回復
し、価格が上昇したことな
どが寄与したものとみられ
る。

【生乳】
健康機能が広く消費者に理解された
牛乳や、はっ酵乳及びチーズの消費量
は、近年増加傾向にある。このため、
総合乳価が上昇傾向にあることや、生
産基盤の強化が推進されてきたことに
より、１４年以降、生乳の産出額は増加
傾向で推移している。
２１年は、前年に比べ６４億円（０．８％）
増加し、７８６１億円となった。生産基盤
強化対策の進展を背景に生乳生産量が
増加したことなどが寄与したものとみ
られる。
【豚】
全国でまん延したＰＥＤ（豚流行性

下痢）の影響などにより、出荷頭数は
一時的に減少していた。しかし、大規
模化の進展を背景に出荷頭数が増加に
転じるとともに、豚肉価格も安定して
推移しており、１４年以降、産出額は６０００
億円を超えて推移。
２１年は、前年に比べ２５９億円（３．９％）
減少し、６３６０億円となった。これは、
大規模化の進展により生産頭数が増加
したものの、コロナ禍の巣ごもり需要
で価格が高く推移した前年を下回った
ことなどが影響したものとみられる。
なお、都道府県別の産出額（図）をみ
ると、肉用牛・生乳・豚の上位は、いず
れも前年度と同じ順位となっている。

肉牛出荷頭数の増減は、枝肉相場を
左右する大きな要素となる。（独）家
畜改良センターの「牛個体識別情報月
齢別飼養頭数（２２年１１月末時点）」（以
下、個体識別記録）などを基に、今年
の品種別出荷頭数を予測した。

乳去勢

乳去勢の年間出荷予測頭数は約１２万
８３００頭で、前年に比べ減少の見込み。
個体識別記録によると、総飼養頭数は
２２万５３６２頭と調査開始以来最も少な
く、減少が続いている。
月別の出荷予測は、１～３月が平均
約１万４００頭、４月が大型連休前である
ことを考慮し約１万１０００頭を見込む。
７月は１万７００頭を見込み、その後は１
万５００頭前後で推移するとみられる。最

需要期である１１～１２月は平均約１万
１１００頭と予測される。

交雑種

交雑種の年間出荷予測頭数は合計で
約２５万４０００頭と、前年に比べ１．８％増の
見込み。去勢が約１３万９０００頭で４．９％
増、雌が約１１万５２００頭で１．６％減とみら
れる。個体識別記録によると、総飼養
頭数は５５万８６０１頭と、前年から２．０％増
加している。
月別の出荷予測（去勢、雌合計）は、
１～３月が平均約１万９０００頭、４月は
大型連休前であることを考慮し約２万
１０００頭に達すると予測される。７月は
２万４０００頭と見込まれる。その後は約
２万６００頭前後で推移すると見込まれ、
最需要期である１１～１２月は平均約２万

４８００頭と予測される。

黒毛和種

黒毛和種の年間出荷予測頭数は、合
計で約５０万６６００頭と、前年に比べ３．１％
増の見込み。去勢が約２９万頭で８．６％
増、雌が約２１万６６００頭で３．３％減とみら
れる。個体識別記録によると、総飼養
頭数は約１７５万２４５１頭と前年より１．４％
増えている。
月別の出荷予測（去勢、雌合計）は、

１～３月が平均約３万８３００頭、４月は
約４万６０００頭に達すると予測される。
７月は４万５０００頭と見込まれる。その
後は約３万９３００頭前後で推移するとみ
られ、最需要期である１１～１２月は平均
約５万５４００頭と予測される。
なお、出荷月齢は、乳去勢は２０ヵ月
齢、交雑去勢及び雌は２６ヵ月齢、黒毛
和種去勢は２８ヵ月齢、黒毛和種雌は３０
ヵ月齢に設定し、それぞれ月齢前後１
ヵ月の飼養頭数を平均して予測した。

海外からの輸入原料に依存した肥料
から、畜産農家からの堆肥や下水汚泥
資源等の国内資源を活用した肥料への
転換が求められている。この取り組み
を推進するには、肥料原料の供給者、
肥料の製造事業者、肥料の利用者の間
での連携が不可欠となる。
そこで、農水省は１１月１９日、関連事
業者のニーズなどに関する情報を一元
的に収集し、互いに閲覧できるマッチ
ングサイトを開設した。

同省ホームページ上のリンクか
ら、事業者情報やニーズなどに関す
る情報を既定のフォーマットに入力
することで情報が登録される。登録
情報は後日、更新や修正が可能とな
っており、利用者はいつでも最新の
情報を確認できる仕組み。
同省は、情報が集まり次第、サイ
トで一覧表にして公開する予定にし
ている。同省農産局のページからマ
ッチングサイトが閲覧できる。

農畜産業振興機構は１月１２日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の２２年１１月分の交付金単価（１頭当た
り、概算払い）を公表した。乳用種で
標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、引き
続き交付が行われる。肉専
用種は２８都道府県で発動し
た。交雑種の発動はなかっ
た。

乳用種の交付金単価（１頭当たり、
概算払い）は、３万２２２２．０円（前月は
３万７０６３．１円、同）。
前月分と比べると、販売価格が低下
したものの、素畜費をはじめとした生
産費が下がったため、交付金は減額と
なった。

農業総産出額等の推移 （億円、％）
２０１８ ２０１９ ２０２０ ２０２１

農業総産出額 ９０，５５８ ８８，９３８ ８９，３７０ ８８，３８４
△２．４ △１．８ ０．５ △１．１

肉用牛 ７，６１９ ７，８８０ ７，３８５ ８，２３２
４．２ ３．４ △６．３ １１．５

生乳 ７，４７４ ７，６２８ ７，７９７ ７，８６１
１．０ ２．１ ２．２ ０．８

豚 ６，０６２ ６，０６４ ６，６１９ ６，３６０
△６．７ ０．０ ９．２ △３．９

生産農業所得 ３４，８７３ ３３，２１２ ３３，４３３ ３３，４７９
△７．３ △４．８ ０．７ ０．１

上段：実額、下段：対前年増減率、△はマイナス。
（農水省の資料を基に作成）

２２年１１月分 牛マルキン交付金算定基礎（単位：円／頭）
区 分 交 雑 種 乳 用 種

標準的販売価格 （Ａ） ７２５，５４１ ４７８，０７５
標準的生産費 （Ｂ） ７２９，９０１ ５２１，６５５
差額 （Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） △４，３６０ △４３，５８０
交付金単価 （Ｄ）＝�（Ｃ）�×０．９ ３，９２４．０ ３９，２２２．０
暫定交付金単価（概算払い）

（Ｄ）－７，０００ － ３２，２２２．０

２１年農業総産出額

交雑・和牛増加
乳去は減少続く見込み
２３年 肉牛出荷頭数予測

肥料供給事業者・利用者情報登録開始
乳用種で発動続く農水省マッチングサイト開設
牛マルキン１１月分

肉用牛大幅増、生乳微増も豚は減少肉用牛大幅増、生乳微増も豚は減少
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

閑散期にコロナ
流行で、相場は
弱含みの展開に

１２月は牛肉の需要期だったが、盛り
上がりに欠け、東京市場の各品種の枝
肉相場は１１月のほぼもちあいだった。
２２年の同市場の相場は、乳牛去勢が
年間を通じて堅調だった一方で、交雑
種及び和牛は前年実績を下回る月が多
かった。
【乳去勢】１２月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は１０７１円（前年同月比９９％）
となり、前月に比べ４４円下げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１月の乳用種（雌含む）の全国出
荷頭数は２万５９００頭（９８％）で前年同
月を下回ると見込んでいる。
【Ｆ₁去勢】１２月の東京市場の交雑種

（Ｆ₁）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ
３が１６１１円（前年同月比１０４％）、Ｂ２
は１２８３円（９９％）となった。前月に比べ、
Ｂ３は１０８円上げ、Ｂ２は４６円下げた。
同機構は１月の交雑種の全国出荷頭
数を２万１４００頭（１１５％）と、前年同月を
大きく上回ると予測している。

【和去勢】１２月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２４１３

円（前年同月比９４％）､Ａ３は２０８６円
（８９％）となった。前月に比べ、Ａ４
は３６円上げ、Ａ３は６４円下げた。
同機構は１月の和牛の全国出荷頭数
を３万４７００頭（９９％）と、減少に転じ

ると見込んでいる。牛全体
の出荷頭数は８万３４００頭
（１０２％）で前年同月を上回
ると予測している。
【輸入量】同機構は１月
の輸入量を総量で３万９８００
ｔ（前年同月比９９％）と予
測。内訳は冷蔵品１万６５００
ｔ（１０１％）、冷凍品２万３３００
ｔ（９７％）。冷蔵品は、前
年同月の米国産、豪州産の
輸入量が現地価格の高止ま
り等により少なかったこと
から、前年同月を上回る見
込み。冷凍品は、国内需要

の低下等による減少が見込まれてお
り、前年同月を下回ると予測している。
物価高で消費者の節約志向が継続し
ている中、閑散期に入る。加えて、新
型コロナウイルスの感染者数が「第８
波」の流行で増加している。消費が鈍
化し、各品種の相場は弱含みの展開に
なると予想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が１０００～
１１００円、Ｆ₁去勢Ｂ３が１４５０～１５５０円、
Ｂ２は１２５０～１３５０円、和牛去勢Ａ４が
２４００～２５００円、Ａ３は２１５０～２２５０円で
の相場展開か。

鍋物需要と値ご
ろ感で、底堅い
相場展開続くか

１２月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５６７円（前年同月比
９８％）、中物は５５５円（１０１％）となった。
前月に比べ、上物は２円上げ、中物は
２円下げた。
２２年の同市場の相場は、堅調な内食
需要等により、年初から底堅い展開で
推移。上物、中物ともに、１１月まで前
年実績を上回った。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、１月は１４２万２千頭（前年同月比
９９％、平年比１００％）、２月は１３２万２千
頭（９９％、１００％）と前年同月をやや下
回って推移する見込み。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１月の輸入量は総量で７万８２００ｔ

（前年同月比９５％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万５５００ｔ（９１％）、冷凍品４
万２７００ｔ（９８％）。冷蔵品は、前年同
月のカナダからの輸入量が、洪水の影
響で通関がずれ込み、数量が多かった
こと等から、前年同月をかなりの程度
下回ると予測。冷凍品は、北米の現地
価格の高止まりや為替相場の変動等か
ら、前年同月をわずかに下回ると予測
している。
食料品等の値上げが相次ぐ中、値ご
ろな豚肉の引き合いは強い。また、季
節的に、鍋物需要が本格化している。
出荷頭数が前年をやや下回って推移す
ると見込まれていることもあり、相場
は引き続き底堅い展開が予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５７０～５９０円、
中物は５４０～５６０円での相場展開か。

乳素牛・和子牛
もちあい、スモ
ールは小戻すか

【スモール】１２月の全国２２市場の１
頭当たり税込み平均取引価格（農畜産
業振興機構調べ、月末の取引結果を除
く暫定値）は、乳雄が２万３３４９円（前
年同月比２５％）、Ｆ₁（雄・雌含む）は
８万９７７２円（５７％）だった。前月に比
べ、それぞれ３２０９円、４０６８円下げた。北
海道で両品種ともに弱含みの相場展開
だった。
両品種の素牛及び枝肉相場がもちあ
いと見通されていることから、価格は
小戻す展開か。
【乳素牛】１２月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が

１５万１６３８円（前年同月比６４％）、Ｆ₁去
勢は３７万２４５８円（９５％）だった。前月に
比べ、それぞれ７７４１円、８３２２円上げた。
Ｆ₁去勢は、関東以南の地区で上げの相
場展開となった。
両品種の枝肉相場が概ね安定してい
ることから、素牛価格はもちあいで推
移するか。
【和子牛】１２月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６９万６４６６円（前年同月比８７％）となっ
た。前月に比べ２万５１６４円上げた。九
州・沖縄地区で前月に続き上伸した。
昨年末の肥育牛出荷で空いた牛房へ
の導入が引き続き見込める。だが、生
産資材価格の高止まりや軟調な枝肉相
場などから、子牛価格はもちあいで推
移すると見通される。

厚労省は１１月３０
日、と畜・食鳥検査
等に関する実態調
査の結果（２１年度）
を公表した。全国
のと畜場は１６４ヵ
所となり（表）、前年度から４ヵ所
減少した。と畜頭数は、牛、豚とも
に前年度を上回っている。
２１年度にと畜実績のあったと畜場
を調査対象とした。うち、一般と畜
場は１６２ヵ所で、前年度から４ヵ所減
少した。簡易と畜場は２ヵ所で、前
年度と同数だった。
一般と畜場の設置者別の内訳は、
公共が前年度比４ヵ所減の４８ヵ所、
会社が１ヵ所増の８１ヵ所、組合・そ
の他が１ヵ所減の３３ヵ所。公共は減
少傾向、会社及び組合・その他はほ
ぼ横ばいとなっている。

一般と畜場のと畜頭数は、牛が前年
度比１万９８２頭増の１０６万５４０１頭、豚が
１５万５０９４頭増の１６８３万９１００頭だった。
設置者別では、牛は公共３５万９０２１頭
（全体の３３．７％）、会社６３万７７７８頭
（５９．９％）、組合・その他６万８６０２頭
（６．４％）。豚は公共２６８万６７０２頭
（１６．０％ ） 、 会 社１２０６万７８３６頭
（７１．７％）、組合・その他２０８万４５６２頭
（１２．４％）。牛、豚ともに会社が占め
る割合が高まっている。
簡易と畜場（２ヵ所とも公共）のと
畜頭数（合計）は、豚２３頭、めん羊５０
頭と少なかった。

１２月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ５５２ ７０１ ３０９ ３１３ １３５，５３７ １３３，２６０ ４３９ ４２６
Ｆ₁去 １，６０１ １，５４８ ３２７ ３３１ ３６８，４０５ ３７２，４２５ １，１２７ １，１２５
和去 ２，４７３ ２，２４３ ３２３ ３２９ ７１９，５４６ ７２７，２８７ ２，２２８ ２，２１１

東 北
乳去 ２ － ３４８ － １２１，０００ － ３４８ －
Ｆ₁去 ３ ５ ２６６ ２６９ １９２，５００ １７９，０８０ ７２４ ６６６
和去 ２，５２３ ２，６９４ ３１３ ３２２ ６９７，２７６ ６６５，４１４ ２，２２５ ２，０６８

関 東
乳去 ６１ ４５ ３２１ ３３４ ２８８，７４１ ２８９，８８７ ９００ ８６８
Ｆ₁去 １６８ １１８ ３５０ ３４６ ３９７，８９９ ３７２，５８３ １，１３８ １，０７８
和去 １，０８６ ７５９ ３１１ ３１５ ７１６，４００ ６７８，９８１ ２，３０１ ２，１５４

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 １７４ ６９ ２８２ ２５６ ６７４，７４９ ７００，０６２ ２，３９０ ２，７３５

東 海
乳去 ５ ５ ２７３ ２６８ ２１２，７４０ ２１０，９８０ ７７９ ７８７
Ｆ₁去 ４２ ３６ ３１７ ３２５ ３７８，００７ ３３２，４１４ １，１９２ １，０２３
和去 ２６５ ４６３ ２６９ ２７６ ６６８，９０４ ６８５，２５９ ２，４８６ ２，４８１

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 ４６７ ４１７ ２６１ ２６３ ７８５，７６５ ７９０，４７０ ３，０１５ ３，００９

中 四 国
乳去 ５７ ５６ ２６９ ２７９ １５８，５７４ １５７，４５７ ５８９ ５６４
Ｆ₁去 ２６６ ２８５ ３４４ ３４５ ３７１，１９７ ３３６，４６１ １，０８０ ９７７
和去 １，１３０ ７９７ ３０１ ３０４ ６８０，８９５ ６５４，０２８ ２，２６０ ２，１５０

九州・沖縄
乳去 ７ ６ ３３３ ２８４ １３５，１４３ １０９，２６７ ４０５ ３８５
Ｆ₁去 ４０７ ４２９ ３３０ ３３９ ３７９，４７６ ３５５，１０８ １，１５１ １，０４８
和去 ９，１０６ １０，３０２ ２９５ ２９６ ６８６，１６６ ６５５，７７９ ２，３２３ ２，２１３

全 国
乳去 ６８４ ８１３ ３０７ ３１１ １５１，６３８ １４３，８９７ ４９４ ４６３
Ｆ₁去 ２，４８７ ２，４２１ ３３１ ３３４ ３７２，４５８ ３６４，１３６ １，１２５ １，０９０
和去 １７，２２４ １７，７４４ ３０２ ３０４ ６９６，４６６ ６７１，３０２ ２，３０６ ２，２０８

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。―は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

と畜場設置者別と畜場数（２１年度実績）
一般と畜場（割合） 簡易と畜場（割合） 計

公共 ４８（２９．６％） ２（１００．０％） ５０（３０．５％）
市町村 ４６（２８．４％） ０ （０．０％） ４６（２８．０％）
国・都道府県 ２ （１．２％） ２（１００．０％） ４ （２．４％）
会社 ８１（５０．０％） ０ （０．０％） ８１（４９．４％）

組合・その他 ３３（２０．４％） ０ （０．０％） ３３（２０．１％）
計 １６２ （１００％） ２ （１００％） １６４ （１００％）

と畜場が１６４ヵ所に減少
２１年度 頭数は牛、豚ともに増加

物
価
高
で
節
約
志
向
継
続

畜産物需給見通し畜産物需給見通し
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